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《2006 年度研究部活動報告》

１．運営委員会

運営委員（任期 2005 年 4月 1日～2007 年 3月 31 日）

委 員 秋沢 久美子 （駒澤大学）

五十嵐 明子 (法政大学)

石原 智子 （慶應義塾大学）

市川 美香 （昭和女子大学）（2005 年 4月 1日～2005 年 6月 30 日）

前之園 香世子（昭和女子大学）（2005 年 7月 1日～2007 年 3月 31 日）

佐藤 研一 （立正大学）

関 達朗 （東京経済大学）（2005 年 4月 1日～2005 年 5月 31 日）

久世 泰子 (東京経済大学)（2005 年 6月 1日～2007 年 3月 31 日）

長岡 三智子 （早稲田大学）

野口 真生 (大正大学)

研究部担当理事校 国士舘大学

第 1 回 2006 年 4月 11 日（火） 15：00～17：00 於：国士舘大学

1. 2005 年度研究部決算報告について

2. 2006 年度研究部活動計画（案）について

3. 資料組織研究分科会の休会手続きについて

4. 2006/2007 年度研究分科会について

5. 2005 年度研究分科会活動報告について

6. 2005 年度研究分科会会計報告について

7. 研究分科会予算繰越金について

8. 研究分科会マニュアル 2006 年度版について

9. 2006 年度第 1回運営委員・研究分科会代表者合同会議について

10. 2006 年度部会総会行事について

11. 研究講演会の講演者について

第 2 回 2006 年 5月 19 日（金） 13：00～14：00 於：駒澤大学

1． 2006 年度第 1回研究分科会代表者との合同会議について

(1) 2006 年度私立大学図書館協会東地区部会研究部活動計画（案）について

(2) 2006 年度私立大学図書館協会東地区部会研究部予算（案）について

(3) 2006 年度研究会（交流会）開催計画（案）について

(4) 2006 年度研究分科会活動計画書について

(5) 研究分科会マニュアル 2006 年度版について

(6) 研究分科会関連業務の分担について

(7) 2006 年度私立大学図書館協会スケジュールについて

(8) WWW 情報資源提供サービス並びに利用の概要について

(9) 研究分科会代表者名簿の確認について

(10)2006 年度第１回運営委員・研究分科会代表者合同会議議事次第について

2． 2006 年度東地区部会総会・館長会・研究講演会について

3． 資料組織研究分科会ＨＰの取り扱いについて

第 3 回 2006 年 6月 9日（金） 12：20～12：50 於：鶴見大学

1. 2006 年度研究講演会最終打ち合わせについて



2. 2006 年度研究会（交流会）開催について

第 4 回 2006 年 7月 7日（金） 15：00～17：15 於：東京経済大学

1． 2006 年度研究会（交流会）について

2． 2006 年度夏期研究合宿（集中研究会）実施計画について

3． 研究部予算について

4． 研究分科会予算について

第 5 回 2006 年 10 月 13 日（金） 14：30～17：30 於：昭和女子大学

1. 2006 年度研究会（交流会）について

2. 夏期研究合宿の開催地について

3. 研究分科会会員追加募集について

4. 会員異動担当理事校について

5. 研究分科会特別助成金について

6. 研究分科会助成金について

7. 研究分科会予算の執行について

8. 2006 年度第 2回運営委員・研究分科会代表者合同会議について

9. 研究部報告書の構成について

10. 研究部報告書の協会ＨＰへの搭載について

11. 2007 年度研究講演会の講師と演題について

12. 次期運営委員の推薦について

13. その他

(1)ＨＰへのブライバシー・ポリシー掲載について

第 6 回 2006 年 11 月 10 日（金） 11：10～12：55 於：法政大学

1. 2006 年度第 2回運営委員・研究分科会代表者合同会議について

2. 2006 年度研究会（交流会）の運営について

3. 2006 年度研究分科会夏期研究合宿（集中研究会）実施報告について

4. 分科会助成金の改訂について

5. 研究分科会予算の支出について

6. 研究分科会運営上の問題点について

7. 2007 年度研究分科会報告大会の意見について

8. 2007 年度研究講演会の講師と演題について

9. 研究分科会会員追加募集について

第 7 回 2006 年 12 月 15 日（金） 15：00～16：20 於：大正大学

1. 2006 年度中間決算について

2. 2007 年度研究部活動計画（案）について

3. 2007 年度研究部予算（案）について

4. 研究分科会会員追加募集について

5. 特別助成金交付基準（案）について

6. 次期運営委員について

7. 2007 年度研究講演会の講師について

第 8 回 2007 年 3月 14 日（水） 14：00～17：00 於：国士舘大学

1. 次期運営委員（2007-2008 年度）及び研修委員（2006-2007 年度）について

2. 2006 年度研究部活動報告及び 2006 年度中間決算報告について

3. 2007 年度研究部活動計画（案）及び 2007 年度研究部予算（案）について

4. 研究分科会会員追加募集について

5. 研究部担当理事校の引継について

6. 更新担当理事校の引継について

7. 月例会担当理事校について



8. 研究分科会マニュアル等の改訂について

9. 研究分科会予算繰越金の縮減について

10. 研究分科会の課題について

11. 研修委員会の活動について

12. 協会ＨＰについて

13. 役員会の報告について

14. その他

(1)次期運営委員・研修委員等について

２．運営委員・研究分科会代表者合同会議

第 1 回 2006 年 5月 19 日（金） 15：00～16：40 於：駒澤大学

1． 2006 年度研究部活動計画（案）について

2． 2006 年度研究部予算（案）について

3． 2006 年度研究部研究会（交流会）について

4． 2006 年度研究分科会活動計画について

5． 研究分科会マニュアル 2006 年度版について

6． 分科会関連業務の分担について

7． 繰越金について

8． 2006 年度スケジュールについて

9． WWW 情報資源提供サービス並びに利用の概要について

10．その他

(1)研究分科会代表者名簿について

第 2 回 2006 年 11 月 10 日（金） 13:05～14：30 於：法政大学

1． 2006 年度研究会（交流会）について

2． 夏期研究合宿（集中研究会）について

3． 夏期研究合宿開催地について

4． 研究分科会会員の追加募集について

5． 研究分科会への助成金改訂について

(1)分科会助成金について

(2)特別助成金について

6． 研究分科会予算の支出について

7． 研究分科会運営上の問題点について

8． 研究部報告書原稿・会計報告書等の提出について

9． 『研究部報告書 2006 年度版』の協会ＨＰへの搭載について

10．次期運営委員について

３．研究会（交流会）

日 時：2006 年 11 月 10 日（金）

会 場：法政大学多摩キャンパス 百周年記念館国際会議場

参加者：46 校 60 名

講 演：

演 題：「魅せる図書館ホームページ」

跡見学園女子大学 文学部助教授 福田 博同

研究分科会活動報告Ⅰ

演 題：「国立国会図書館のレファレンス協同データベースについて」

レファレンス研究分科会

昭和女子大学図書館 嶋﨑 尚代



國學院大学図書館 古越 慶子

桜美林大学図書館 三上 彰

研究分科会活動報告Ⅱ

演 題：「ＩＬＬの現場から－大阪大学附属図書館生命科学分館見学レポート」

相互協力研究分科会

杏林大学医学図書館 清水 ゆかり

４．研修委員会

研修委員（任期 2006 年 4月 1日～2008 年 3月 31 日）

委 員 長 浮塚 利夫 （明治大学）

委 員 岡野 純子 （慶應義塾大学）

和田 貴敏 （中央大学）

御園 和之 （早稲田大学）

光富 健一 (東京理科大学)

木下 幸子 (国士舘大学) (2005 年 4 月 1 日～2007 年 3月 31 日)

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 関 秀行 （慶應義塾大学）

第 1 回 2006 年 4月 18 日（火） 14：00～17：00 於：明治大学

1． 研修委員会の流れ（この 1 年間）について

2． 2006 年度研修委員会の日程と会場について

3． 2006-2007 年度研修会の日程と会場および見学先について

4． 2006-2007 年度研修会テーマについて

5． 2006 年度第 2回以降の研修委員会について

第 2 回 2006 年 5月 9日（火） 14：00～17：00 於：東京理科大学

1． 2006 年度研修会の日程と会場及び見学先について

2． 2006-2007 年度研修会テーマについて

3． 第 3回研修委員会について

4． その他

(1)第 4回～第 6 回研修委員会について

第 3 回 2006 年 5月 29 日（月） 14：00～17：00 於：早稲田大学

1． 2006 年度研修会テーマについて

2． 今後の進め方について

3． 第 4回研修委員会について

4． その他

(1)第 5回・第 6 回研修委員会について

第 4 回 2006 年 6月 7日（水） 14：00～17：00 於：中央大学

1． 2006 年度研修会テーマについて

2． 今後の進め方について

3． 第 5回以降の研修委員会について

4． その他

(1)第 6 回以降の研修委員会について

第 5 回 2006 年 6月 29 日（木） 15：00～17：10 於：慶應義塾大学

1． 研修会場実地検分

2． 2006 年度研修会について

3． 研修会当日の役割分担について

4． 第 6回研修委員会について

第 6 回 2006 年 8月 30 日（水） 15：00～17：10 於：慶應義塾大学



1． 2006 年度第 1回研修会について

2． 講師の昼食・懇親会参加および使用機器について

3． 2006 年度第 1回研修会プログラム（案）について

4． 2006 年度第 1回研修会アンケート（案）について

5． 2006 年度第 1回研修会オリエンテーション資料について

6． 休憩時の飲み物等について

7． 研修会コマーシャルについて

8． 研修会当日の講師控室実地検分について

9． 研修会当日の集合時間について

10．次回研修委員会について

第 7 回 2006 年 9月 14 日（木） 14：00～17：10 於：慶應義塾大学

1. 次期研究部担当理事校について

2. 2006 年度第 1回研修会について

3. 2006 年度第 1回研修会プログラム（案）について

4. 2006 年度第 1回研修会アンケート（案）について

5. 2006 年度第 1回研修会オリエンテーション資料について

6. 2006 年度第 1回研修会タイムスケジュールについて

7. 会場実地検分

8. 研修会場設営の記録について

9. 次回研修委員会について

第 8 回 2006 年 10 月 26 日（木） 15：00～17：10 於：国士舘大学

1． 2006 年度第 1回研修会の総括と反省について

2． 2007 年度研修会テーマについて

3． その他

(1)次回研修委員会について

第 9 回 2006 年 12 月 6日（水） 14：00～17：00 於：明治大学

1． 2007 年度予算（案）について

2． 2007 年度研修会テーマについて

3． その他

(1)第 10 回～第 12回研修委員会について

第 10回 2007 年 1月 17 日（水） 14：00～17：00 於：東京理科大学

1. 研修会レジュメの協会ＨＰ搭載について

2． 2007 年度第 1回研修会について

3． 2007 年度第 2回研修会テーマについて

4． その他

(1)第 11 回・第 12回研修委員会について

第 11回 2007 年 2月 28 日（水） 15：00～17：00 於：早稲田大学

1． 研究部担当理事校の引継日程について

2. 2007 年度第 1回研修会について

3. 2007 年度第 2回研修会テーマについて

4. その他

(1)第 12 回研修委員会について

第 12回 2007 年 3月 15 日（木） 15：00～17：00 於：国士舘大学

1． 研究部引継ぎについて

2． 第 8回運営委員会の報告について

3． 2007 年度第 1回研修会について

4． 2007 年度第 2回研修会について



5． その他

(1)2007 年度第 1 回・第 2 回研修委員会について

５．研修会

日 時： 2006 年 9月 26 日（火）～27日（水）

会 場： 慶應義塾大学三田キャンパス 北館ホール

テーマ： 変化するレファレンスサービスの現状と課題

参加者： 117 校 1機関 148 名

内 容：

第 1 日（9月 26 日）

基調講演 「大学図書館のレファレンスサービスの現状と課題」

慶應義塾大学 文学部教授 田村 俊作

講 演 「デジタルレファレンスの展望と大学図書館」

明治大学 文学部助教授 齋藤 泰則

講 演 「記録する・使う・伝える－レファレンス協同データベースの試み－」

国立国会図書館 関西館事業部図書館協力課

協力ネットワーク係副主査 山元 真樹子

第 2 日（9月 27 日）

講 演 「体験的レファレンスサービス論－友達 100 人できるかな－」

関東学院大学 図書館本館運営課長 高梨 章

事例報告 「レファレンスツールとしてのパスファインダー

－東京学芸大学附属図書館の事例－」

東京学芸大学 学術情報部情報管理課学術資料係長 村田 輝

事例報告 「国際基督教大学図書館のレファレンスサービスの変遷」

国際基督教大学 図書館グループ長 松山 龍彦

講 演 「今後のレファレンスライブラリアンの役割とその育成について

－意思決定を行う立場から－」

慶應義塾大学 信濃町メディアセンター事務長 市古 みどり

６．研究分科会

次の 14研究分科会が、月例研究会、夏期研究合宿等の活動をおこなう。

(2006 年 4 月 1 日～2008 年 3月 31 日)

(1) 分類研究分科会

(2) 逐次刊行物研究分科会

(3) パブリック・サービス研究分科会

(4) 図書館運営戦略研究分科会

(5) レファレンス研究分科会

(6) 理工学研究分科会

(7) 相互協力研究分科会

(8) 西洋古版本研究分科会

(9) 企画広報研究分科会

(10) 和漢古典籍研究分科会

(11) 北海道地区研究分科会

(12) メタデータ研究分科会

(13) 情報リテラシー教育研究分科会

(14) Ｌ－ラーニング学習支援システム研究分科会



研究分科会月例会担当理事校 立正大学

研究分科会更新担当理事校 昭和女子大学



《2006 年度研究分科会活動報告》

１．分類研究分科会

代 表 者 ：藤倉 恵一（文教大学）

会 員 数 ：5 機関 5 名（2007 年 3 月 31 日現在）

会 員 ：正会員

伊藤 民雄（実践女子大学） 鈴木 学 （日本女子大学）

高澤 玲子（獨協大学） 藤倉 恵一（文教大学）

堀 はな恵（鶴見大学）

年 会 費 ：3,000 円

延べ出席者数：54 名（内訳：月例会 10 回・夏期集中研究）

研究分科会ホームページ URL：http://www.jaspul.org/e-kenkyu/bunrui/

１）基本テーマ

件名、シソーラス、Indexing 理論等を含んだ“トータル”な意味での図書館分類法とそ

の理論に関する研究という基本テーマとする。

今期は近年の分科会研究成果を基盤として、わが国における標準的な図書分類法である

日本十進分類法（NDC）を理論的に拡張・性能向上が可能であるかどうか、またその影響

はどのようなものであるかなどを検証したい。

２）活動の概要

上の基本テーマは、前期（2004－2005 年度会期）および前々期（2002－2003 年度会期）

の研究テーマを継承して設定したものである。

前々期は Bliss Bibliographic Classification 2nd ed. （以下「BC2」）の、前期は Dewey

Decimal Classification（以下「DDC」）の諸版のそれぞれ教育分野を対象に、日本十進分

類法（以下「NDC」）との比較研究を行ってきた。BC2 は厳密なファセット分析のもとに

複合主題を表現し、DDC は誕生時こそ NDC 同様の列挙型分類法でありながら近年の改訂

でファセット分析の手法を採り入れつつある。いっぽう NDC の改訂方針は、基本的に記

号法は変えずに下位項目の展開が中心である。新主題に対しては一見して対応できている

ように見えるが、単に名辞が追加されたり変更されていたりするからそう思えるに過ぎな

い（と推測できる）。

そこで今期は、NDC の新訂 9 版（以下「NDC9」）に BC2 や DDC で有効性を確認した

記号法や分析合成の手法を実装する実験を行う。

分類研究分科会は 2 年間を(1) 研究テーマに沿った文献の精読を通じて参加会員の基礎

レベルを整える、 (2) 主たる研究テーマの研究・検証を行う、(3) 研究成果の発表および

総括 の 3 つの期間に分けて活動する。

第 1 期

2006 年度は期の始まりであるから第 1 期の活動に重点を置いた。まず概論として以下

の文献（図書）を精読した。

・ 主題組織法概論 : 情報社会の分類／件名 丸山昭二郎, 岡田靖, 渋谷嘉彦著 紀伊國

屋書店, 1986

http://www.jaspul.org/e-kenkyu/bunrui/


続いて、夏期研究合宿は第 2 期のテーマである NDC の構造を探る段階に入るが、並行

して第 1 期の課題として以下の文献の精読を行った。

・ 川村敬一「一般分類法における主類の選定と順序:その哲学的および社会歴史的背景の

考察」日本図書館情報学会誌 50(1), p.1-25 2004

・ 原田勝「ドキュメンテーションの現在」情報の科学と技術 p.280-284 2003

・ 北克一「主題情報の検索:総論」情報の科学と技術 54(7), p.334-340 2004

・ 大場利康, 川鍋道子「図書における主題検索:NDL-OPAC での検索と国立国会図書館

の取組み」情報の科学と技術 54(7), p.341-347 2004

夏期研究合宿後も分析合成型分類法に関する基礎知識を確認することを目的として以

下の文献の精読を行った。

・ 光富健一「情報の組織化とファセット分類法」情報の科学と技術 32(2), p.109-114 1994

・ 眞下勇「『Facet』概念と『主題』概念について－『現代図書館分類法』を求めて－」

TP&D フォーラムシリーズ 2, p.56-59 1994

・ 小林康隆「デューイ十進分類法第 20 版 780：音楽－分析合成型分類法の実務的有効性

について－」TP&D フォーラムシリーズ 2, p.38-55 1994

・ 萬谷衣加「BC2（Bliss Bibliographic Classification 2nd ed.）分類を付与する試み」

TP&D フォーラムシリーズ 12-14, ｐ.95-110 2005

・ 光富健一「統制索引言語の必要性」情報の科学と技術 46(11), p.613-618 1996

・ 河島正光「多元方式分類」現代の図書館 25(2), p.71-75 1987

・ Foskett, D.J. and Foskett, Joy. Bliss Bibliographic Classification 2nd ed. Class J:

Education（分類研究分科会 2003 年度訳；BC2 クラス J 教育序文）

第 2 期

夏期研究合宿は分科会 OB を交え、「NDC の根幹をとらえる」をテーマに NDC9 の改訂

方針およびその批判を中心に NDC9 刊行後のレビューや批評の文献を検討した。

具体的には 1990 年代の前半、日本図書館協会分類委員会が『図書館雑誌』上で提示し

た改訂試案に対し、日本図書館研究会の整理技術研究グループを中心とした各研究者たち

が『図書館界』誌上で批評を行うという動きがあったので、それぞれを対照させつつ検討

した。結果として、実際にその批判や指摘された問題点のいくつかは NDC9 の改訂に反映

されていることを確認した（しかしなおも問題は残されている）。

NDC の改訂に関して精読した文献は以下の通り。

・ 「日本十進分類法第 9 版試案の概要」図書館雑誌（全 11 回）

・ 「NDC9 版を考える」図書館界（全 6 回）

・ 吉田暁史「NDC9 版（案）の検討」図書館界 45(4), p.372-377 1993

・ 千賀正之「新訂 9 版(NDC)のあらまし--分類表改訂とその効用」びぶろす 46(9),

p.212-215 1995

・ 相原信也「日本十進分類法新訂 9 版の刊行までの経緯とその制作過程について」図書

館雑誌 p.976-979 1995

・ 石山洋「NDC 新訂 9 版の目指したもの--新時代への基盤確立と伝統の継承」図書館雑

誌 89(12), p.974-975 1995

・ 野口恒雄, 吉田暁史「NDC9 版の批判的検討」図書館界 48(2), p.70-77 1996

・ JLA 分類委員会「NDC 新訂 9 版の補訂について」図書館雑誌 90(3), p.180-182 1996

また、今後具体的に NDC の教育分野を研究するにあたり、NDC における複合主題の扱



い、ファセット化の先行研究および NDC と DDC の比較を行った文献などを精読した。

・ 浅野十糸子「NDC(日本十進分類法)における複合主題の表現について」堺女子短期大

学紀要 19, p.23a-13a 1984

・ 石塚栄二「NDC の総記共通区分における面の複合」図書館学会年報 22(2), p.49-52

1976

・ 平田伸夫「日本十進分類法新訂 9 版の課題」中京大学図書館学紀要 24, p.15-25 2003

・ 吉田暁史, 蔭山久子「NDC8 版「教育」の検討--ファシット分析手法を用いて」図書館

界 36(3), p.127-133 1984

・ 若林元典「比較分類学の試み--NDC の教育と DC の Education」駒沢大学文学部研究

紀要 37, p.1-14 1979

・ 若林元典「比較分類学の試み-2- NDC の教育と DC の Education」駒沢大学文学部研

究紀要 41, p.1-37 1983

さらに 2007 年度の活動の準備として、「出版年鑑」における教育分野の分類別出版点数

調査を開始した。2007 年度は引き続き出版点数の調査結果をもとに NDC9 改訂の妥当性

を検証する作業に入る予定。

３）刊行物及び事業

ア．TP&D フォーラム 2006（第 16 回整理技術・情報管理等研究集会）の共催

1991 年に日本図書館研究会整理技術研究グループにより始められた TP&D フォーラム

は第 2 回から分類研究分科会が共催者となり運営に参画してきた。2006 年度は文京区本

郷にて開催し、分科会現・旧会員から 5 名が実行委員として当日の運営の中核を果たした。

TP&D フォーラム 2007（第 17 回整理技術・情報管理等研究集会）も東京での開催とな

る。分科会代表である藤倉が実行委員長として選出され、分科会現・旧会員を中心に実行

委員会を組織、現在開催準備中である（8 月 25～26 日、文京区本郷で開催予定）。

イ．日本図書館協会分類委員会への意見提案

夏期研究合宿の検討を通して、NDC9 の改訂後も残る課題がいくつか確認された。これ

らの諸問題について、10 版改訂作業中である日本図書館協会分類委員会に対し、1 月 20

日付で分科会からの要望という形で提言を行った。

その後、3 月 8 日付で分類委員会より分科会宛回答が寄せられた。今後も日本図書館協

会分類委員会との連絡は継続する予定である。

ウ．分科会設立 50 周年記念事業の継続

2004 年 11 月 13 日に開催した分類研究分科会設立 50 周年記念シンポジウムの記録につ

き 2006 年度中の刊行を目指し記念事業実行委員会で編集作業をしてきたが、記録編集上

の諸般の事情により編集作業が遅れている。現在シンポジウム記録の校正作業中であり、

近日中の刊行を予定している。

文責：藤倉恵一（分類研究分科会代表）



２．逐次刊行物研究分科会

代表者：岡田 光世（東邦大学）

会員数：4校 4名（正会員 4 名）

会 員：岡田 光世（東邦大学）

小室 啓子（文教大学）

高野 麻子（専修大学）

田村 直規（鶴見大学）

年会費：5,000 円（正会員）/2,000 円（ML 会員）

例会開催回数：10回（夏期集中研究会含む）

延べ参加者数：49名

研究分科会ホームページ URL：http://www.jaspul.org./e-kenkyu/chikukan/

活動

１）基本テーマ

・電子ジャーナル、オンラインデータベースの効果的な広報や提供方法の研究

・図書館における学術資料としての逐次刊行物の研究

・逐次刊行物の効果的な蔵書構成についての研究

２）活動の概要

前期からの継続参加者がいないため、今期参加者の興味ある問題を中心に活動を

おこなった。特に電子ジャーナルへの関心が高かったため、各大学の現状を報告

し問題点について話し合いながら、後期活動に向けて研究テーマを検討した。ま

た積極的に他分科会との交流活動もおこなった。

資料

１）月例会テーマ

4 月例会（第 497 回） 4月 21 日（金） 東洋大学（川越キャンパス）

・自己紹介

・東洋大学川越図書館見学

・本年度研究計画の検討

5月例会（第 498 回）5 月 17 日（水） 専修大学（生田キャンパス）

・事務連絡

・専修大学図書館見学

・研究テーマの検討

・集中研究会企画検討

6月例会（第499回）6月21日（水）文教大学（湘南キャンパス）

・事務連絡

・文教大学湘南図書館見学

・講演『逐次刊行物研究分科会 今昔物語』

「昔はよかった、か？」浜田賢一氏（文教大学湘南図書館 目録係）

「逐刊今昔物語」中村保彦氏（文教大学湘南図書館 目録係）

7月例会（第500回）7月19日（水）東邦大学医学メディアセンター

http://www.jaspul.org./e-kenkyu/chikukan/


・事務連絡

・講演「東邦大学における電子ジャーナルの現状について」

江幡歌奈子氏（東邦大学医学メディアセンター情報管理部門）

・東邦大学医学メディアセンター、東邦大学医療センター大森病院内 からだのと

しょしつ見学

・文献レビュー

8月例会（第501回）8月7日（月）～8日（火） 夏期集中研究会

・関係機関施設見学

1.アカデミーヒルズ六本木ライブラリー

2.日本図書館協会

3.中央大学図書館（多摩キャンパス）

10 月例会（第 502 回）10 月 18 日（水）鶴見大学図書館

・事務連絡

・夏期見学会報告

・文献レビュー

・PULC 版元説明会報告

・鶴見大学図書館/新規導入システム見学

11 月例会（第 503 回）11 月 15 日（水）文教大学（湘南キャンパス）

・事務連絡

・私立大学図書館協会東地区部会研究部 2006 年度研究会（交流会）報告

・大学図書館問題研究会神奈川支部例会参加報告

・文教大学の PULC 参加について

・文教大学逐次刊行物係 業務の流れについて

12 月例会（第 504 回）12 月 14 日（木）国士舘大学図書館（世田谷キャンパス）

＜図書館運営戦略分科会との合同開催＞

・自己紹介

・洋雑誌の契約について

・国士舘大学図書館見学

1月例会（第 505 回）1 月 17 日（水）専修大学図書館（生田キャンパス）

・事務連絡

・研究テーマの検討

・図書館システム iLiswave の説明

・生田分館見学

2月例会（第 506 回）3 月 14 日（水）東邦大学医学メディアセンター

・事務連絡

・電子ジャーナル導入後の問題点

・図書館システム LINUS/NC の説明

・今期の反省

２）刊行物及び事業

今年度は特になし



３．パブリック・サービス研究分科会

代 表 者：東家 由朗（上智大学）

会 員 数：18校 20 名

会 員：佐藤 庸子（関東学院大学・会計担当）

二塚 恵里（国立音楽大学・旧合宿担当・HP 担当）

千家 慶子（國學院大学）

田辺 朋子（国士舘大学・合宿担当）

藤原 美佳（駒澤大学）

清水 暁美（相模女子大学）

長谷川 真弓（上智大学・旧 HP 担当）

東家 由朗（上智大学）

吉野 恵子（女子栄養大学）

大川 龍太郎（成城大学）

阿部 尚子（清泉女子大学）

坂下 明子（創価大学）

成田 暁（大東文化大学）

杉田 典子（東海大学）

小松 泰亮（東京家政学院大学・副代表）

塚本 明（東洋大学・合宿担当）

今井 智子（文化女子大学）

水野 里永子（文化女子大学・副代表）

椎名 ちか子（明治学院大学・会計担当）

辻本 幸彦（立教大学）

年 会 費：8,000 円

例会開催回数：10回（夏季研究合宿を含む）

延べ参加人数：188 名

ホームページ URL：http://www.jaspul.org/e-kenkyu/public/

活動

１）基本テーマ

当分科会では図書館界の最新動向や、図書館員としての専門性を高めるための基礎

となる情報を提供する。講義から知識を養い、討議やケースメソッドを通じてコミュ

ニケーション能力や感性を養う。「知識」「技能」「感性」を備えた図書館員が当分科会

から巣立っていくことを願っている。

２）活動の概要

月例会は、講義とグループ研究の 2 本立てで構成している。18 大学の図書館員が所

属しており、講義の中で興味をもったトピックや、情報交換から得たものを足がかり

に討議し、研究を行った。また、会員が所属する図書館見学・事例紹介も積極的に実

施した。

①講義

慶應義塾大学国際センター事務長（前三田メディアセンター事務長）加藤好郎氏

（世話人）が、テーマの選定と講師の手配を担当している。

講師は、加藤氏本人他、慶應義塾大学の教員または職員に依頼するケースがある。

講義録も会員の分担で作成し、ホームページ上でも公開している。

http://www.jaspul.org/e-kenkyu/public/


②グループ研究

所属図書館での日常業務、月例会での講義内容、会員と情報交換の中で、各自が

研究テーマとして興味をもったことを夏季研究合宿で発表した。それをもとに以下

の三つのテーマに別れグループ研究を開始した。（ ）内はグループ研究リーダー。

現在、1 と 3 は合同で研究活動を行っている。

1.図書館員・司書・アウトソーシング （辻本幸彦 立教大学）

2.学生対応・利用者サービス （坂下明子 創価大学）

3.図書館評価 （千家慶子 國學院大學）

資料

１）月例会

４月例会：４月１０日（月） 慶應義塾大学（三田）

①オリエンテーション

②自己紹介

③各担当決定

５月例会：５月１５日（月） 慶應義塾大学（三田）

①慶應義塾大学三田メディアセンター見学

②「アウトソーシング時代における大学図書館の戦略」

加藤好郎氏 慶應義塾大学国際センター事務長

③「私立大学図書館における国際交流活動の現状と今後」

加藤好郎氏 慶應義塾大学国際センター事務長

６月例会：６月１２日（月） 慶應義塾大学（三田）

①「大学図書館経営からみたリスクマネージメント」

加藤好郎氏 慶應義塾大学国際センター事務長

②「大学図書館におけるアーカイブス」

加藤好郎氏 慶應義塾大学国際センター事務長

③「大学図書館におけるアーカイブスの必要性：宗家文書を中心に」

倉持隆氏 慶應義塾大学三田メディアセンター貴重室兼選書担当

７月例会：７月１０日（月） 慶應義塾大学（三田）

①「大学図書館における著作権問題：その現状と今後」

加藤好郎氏 慶應義塾大学国際センター事務長

②「図書館コンソーシアムとは：大学図書館のサービス充実に向けて」

加藤好郎氏 慶應義塾大学国際センター事務長

③「大学図書館におけるサービスの評価指数」

加藤好郎氏 慶應義塾大学国際センター事務長

夏季研究合宿：８月２１日（月）～２３日（水） 文化学園軽井沢山荘

①各会員の個人発表（業務紹介、課題、研究テーマなど）及び質疑応答

②グループ分けによる討議、及び発表

「図書館員・司書・アウトソーシング」グループ

「学生対応・利用者サービス」グループ

「コンソーシアム」グループ

「図書館評価」グループ



１０月例会：１０月１６日（月） 慶應義塾大学（三田）

①「Librarian2.0 を目指して」

田邊稔氏 慶應義塾大学メディアセンター本部システム担当

②「大学図書館における電子媒体の充実とコンソーシアムについて」

加藤好郎氏 慶應義塾大学国際センター事務長

１１月例会：１１月１３日（月） 明治学院大学（白金） 慶應義塾大学（三田）

①事例紹介「明治学院大学社会学部現代 GPプロジェクトへの図書館の取り組み」

三上耕一氏 明治学院大学図書館利用サービス課長

宮城玲子氏 明治学院大学図書館利用サービス係主任

②明治学院大学図書館見学

③「OCLC の活動とは」

加藤好郎氏 慶應義塾大学国際センター事務長

④「OCLC NetLibrary 日本語コンテンツ搭載計画について」

新元公寛氏 紀伊国屋書店 OCLC センター センター長

⑤「レファレンスサービスの新たなモデル」

田村俊作氏 慶應義塾大学文学部教授

１２月例会：１２月１１日（月） 清泉女子大学（品川） 慶應義塾大学（三田）

①清泉女子大学図書館見学

②「今、大学図書館に求められていること：国レベルの政策から」

加藤好郎氏 慶應義塾大学国際センター事務長

③「デジタルデータの作成：蓄積と活用」

原田隆史氏 慶應義塾大学文学部助教授

１月例会：１月１５日（月） 慶應義塾大学（三田）

①慶應義塾大学法科大学院図書館見学

②「ケースメソッドを用いた図書館員教育の有効性」

加藤好郎氏 慶應義塾大学国際センター事務長

３月例会：３月８日（月） 駒澤大学（駒沢・深沢） 慶應義塾大学（三田）

①駒澤大学駒沢キャンパス図書館見学・ビデオ紹介

②駒澤大学深沢キャンパス日本館見学

③「慶應義塾大学における情報リテラシー教育

:KITIE、日吉、資料検索法を中心に」

市古みどり氏 慶応義塾大学信濃町メディアセンター事務長

③「Project Next-L の目指すもの」

原田隆史氏 慶應義塾大学文学部助教授



４．図書館運営戦略研究分科会

代表者：櫻井 友美（国士舘大学）

会員数：3 名

会 員：海老原 徹（横浜商科大学） 山上 良子（目白大学）

年会費：5000 円

例会開催日数：10 回（夏季集中研修を含む）/ 延べ参加者数：31 名

分科会ホームページ URL：http://www.jaspul.org/e-kenkyu/senryaku/index.htm

活動概要

１：基本テーマ

各大学図書館における「中・長期構想」の作成に携わることを想定し、それに

見合う図書館運営への意識を育成することを目指す。

２：活動の概要

図書館各業務のアウトソーシング適性について多面的に考察し、あるべき大学

図書館像を提示することを主題とし、現行の図書館業務把握と整理を行っている。

集会活動は、「討議」を中心とし「人の意見を聞く」「自分の考えを発言する」

と言うことに重点をおき、今後図書館運営に携わる際の基礎能力を高めている。

月例会

4 月例会 4 月 15 日（木） 昭和女子大学 13：30～17：00

・ 自己紹介

・ 2004・2005 年研究活動について

・ 新体制の選出

・ 2006 年研究活動について

・ 図書館見学

・ 懇親会

5 月例会 5 月１８日（木） 目白大学 13：30～18：30

・ 事務連絡（会費等）

・ 夏季研修合宿について

・ 年間活動計画について

・ ガイダンス・利用教育について

・ 目白大学図書館見学

・ その他

6 月例会 6 月 15 日（木） 国士舘大学 13：30～18：00

・ 合同会議報告

・ ホームページについて

・ 夏季研修について

・ 受入整理業務について

・ 国士舘大学図書館見学

・ その他

http://www.jaspul.org/e-kenkyu/senryaku/index.htm


7 月例会 7 月 20 日（木） 横浜商科大学 13：30～18：30

・ 夏季研修について・今後の活動について

・ 資料の選書について

・ 資料の廃棄について

・ 横浜商科大学図書館見学

・ その他

8 月例会 8 月 21 日（月）～22 日（火） 紀伊國屋書店・江戸川大学

・ ２１日：紀伊國屋書店 13：00～19：00

・ 営業本部 ライブラリーサービス営業本部 藤規幸男部長より

・ 「戦略的パートナーとして図書館の機能と役割の向上を目指して」

・ ２２日：江戸川大学 13：00～18：00

・ 全面アウトソーシングの実例見学

・ 「図書館業務向上に関する対応策について」

・ 状況説明受け図書館見学

10 月例会 10月 20 日（木） 国士舘大学 13：30～18：00

・ 事務連絡

・ 夏季研修合宿を踏まえて

・ 図書館業務のアウトソーシングについて

・ 今後の活動計画について

11 月例会 11 月 10 日（金） 法政大学 15：00～19：00

・ 2006 年研究会交流会参加

・ 講演「魅せる図書館ホームページ」

・ 研究分科会活動

・ 意見交換会

・ 法政大学図書館見学

・ 事務連絡・その他

12 月例会 12 月 22 日（木） 国士舘大学 13：30～18：00

・ 逐次刊行物分科会との合同例会

・ 自己紹介

・ 洋雑誌についての事例報告（契約・予算・選定等）

・ 国士舘大学図書館見学

・ 懇親会

2 月例会 2 月 15 日（木） 横浜商科大学 13：30～18：00

・ 事務連絡

・ 各図書館業務とアウトソーシング適性の分析

・ その他

3 月例会 3 月 12 日（月） 目白大学 13：00～18：00

・ 事務連絡

・ 各図書館業務とアウトソーシング適性の分析

・ 今期の反省

・ その他



５. レファレンス研究分科会

代表者 ： 三上 彰（桜美林大学図書館）

副代表 ： 古越 慶子（國學院大學図書館） 中山 紗恵子（駒澤大学図書館）

会員数 ： 9 名（9 大学）

会 員 ： 古越 慶子（國學院大學図書館） 飯島 恵子（専修大学図書館）

小圷 守（立教大学図書館） 三上 彰（桜美林大学図書館）

中山 紗恵子（駒澤大学図書館） 中澤 惠子（日本女子大学図書館）

西村 亜希子（白鴎大学図書館） 嶋﨑 尚代（昭和女子大学図書館）

竹澤 弘恵（聖心女子大学図書館）

年会費 ： 5,000 円（正会員）

例会開催回数 ： 10 回（夏期研究合宿含む）

延べ参加者数 ： 89 名

研究分科会ホームページ URL ： http://www.jaspul.org/e-kenkyu/reference/

活動

1) 基本テーマ

・レファレンスと利用者教育、情報リテラシー教育等の関係性について

レファレンス業務における経験が、より効果的な利用者サービスに結びつくよう、

実践例をあげながら、これらをリンクさせた活用法を検討していく。

・デジタルレファレンス、および、レファレンス協同データベースについて

2) 活動の概要

前半の月例会では、各大学図書館における利用者教育・ガイダンス等の実施状況と、

オンライン・データベース、オンライン・ジャーナル等の電子情報源の導入状況につい

て報告を行ない、現状や問題点を共有した。

夏期研究合宿では、デジタルレファレンスと、レファレンス協同データベースのこと

について、国立国会図書館関西館、京都大学図書館等の見学を行なった。11 月に行なわ

れた 2006 年度の研究会では、夏期研究合宿で見学した国立国会図書館のレファレンス

協同データベースとデジタルレファレンス、日常業務におけるこれらの活用法等につい

て発表を行なった。

12 月以降の月例会では、2007 年度の活動報告・研究報告に向けた活動として、まず

文献レビューを行ない、研究テーマと共同研究活動について、その実施方法等の検討を

行なっている。

これ以外に事例研究等も随時行ない、レファレンス能力の向上にも努めている。

資料

1) 月例会テーマ

4 月例会

2006 年 4 月 28 日（金）／ 國學院大學図書館 参加者数：11 名

・前期代表・副代表より 2004～2005 年度の分科会活動内容の報告

http://www.jaspul.org/e-kenkyu/reference/


・各会員の自己紹介

・分科会運営体制の検討および役割分担の決定

・今後の研究活動と、会場校等のローテーションについて

・図書館および関連施設の見学

5 月例会

2006 年 5 月 23 日（火）／ 駒澤大学図書館 参加者数：9 名

・各大学における利用者教育についての現状報告

・夏期研究合宿について

・研究部運営委員・分科会代表者合同会議の報告

・図書館見学

6 月例会

2006 年 6 月 16 日（金）／ 桜美林大学図書館 参加者数：9 名

・各大学における利用者教育についての現状報告

・夏期研究合宿について

・図書館見学

7 月例会

2006 年 7 月 20 日（木）／ 昭和女子大学図書館 参加者数：9 名

・レファレンス事例研究

・夏期研究合宿について

・大串夏身先生講演会

・図書館見学

夏期研究合宿

2006 年 9 月 14 日（木）～15 日（金）／ 参加者数：8 名

・国立国会図書館関西館見学

・京都大学図書館見学

・大谷大学図書館見学

・協同データベースとデジタルレファレンスの活用法について

・2006 年度研究会（11 月に開催）における発表の準備

10 月例会

2006 年 10 月 13 日（金）／ 聖心女子大学図書館 参加者数：9 名

・各大学におけるオンライン・データベース導入状況について

・夏期研究合宿の会計報告

・2006 年度研究会（11 月に開催）における発表の準備・リハーサル

・図書館見学

11 月例会

2006 年 11 月 13 日（月）／ 専修大学図書館 参加者数：9 名

・各大学におけるオンライン・データベース導入状況について

・レファレンス事例研究

・専門機関探訪について

・研究部運営委員・分科会代表者合同会議の報告

・図書館見学



12 月例会

2006 年 12 月 21 日（木）／ 立教大学図書館 参加者数：8 名

・文献レビュー

・専門機関探訪について

・研究テーマ・共同研究活動について

・図書館および関連施設見学

1 月例会（専門機関探訪）

2007 年 1 月 25 日（木）／ 参加者数：9 名

・国立教育政策研究所教育研究情報センター教育図書館見学

・国立西洋美術館研究資料センター見学

3 月例会

2007 年 3 月 12 日（月）／ 白鴎大学図書館 参加者数：8 名

・文献レビュー

・研究テーマ・共同研究活動について

・図書館見学

2) 刊行物及び事業

・ニュースレター発行

掲載内容は、前回例会の記録、次回例会のレジュメ、図書館見学記等

現役会員と OB・OG 会員（購読希望者）向けにメールにて配信



６．理工学研究分科会

代 表 者：内山光子（日本大学）

会 員 数：４名（正会員：３名／正ＭＬネット会員：１名）

会 員：内山光子（日本大学）

新谷睦（芝浦工業大学）

小林瑞希（中央大学）＊梅澤貴典→浅井京子→小林瑞希へ会員変更

山田美佐子（青山学院大学） ＭＬネット会員

年 会 費：なし

例会開催回数：４回

延べ参加者数：１２名

研究分科会ホームページ URL：http://www.jaspul.org/e-kenkyu/rikogaku/

活動

１）基本テーマ

理工系資料の研究と探索法

２）活動の概要

・電子ジャーナルや各種データベースを中心にした理工系ガイダンスモデルを探る。

・2005 年度に発表した理工学文献探索ガイダンスの内容充実を図る。

・シナリオ（ノート）の作成やバージョンアップしたデータベースの内容修正を行う。

・データベース・電子ジャーナルのＰＰを新規作成し、ガイダンスモデルに追加する。

・正会員が少数となったため、メーリングリスト（以下ＭＬ）による活動を中心に行っ

た。なお、一大学で２度の会員の交替があり、ＭＬ会員が 1名減となり、正会員が 1名

増となった。

資料

１）月例会テーマ

6 月例会 6 月 13 日(火) 芝浦工業大学 （豊洲校舎） 参加者３名

芝浦工業大学新図書館 見学

他の研究分科会にも参加者を募集したところ、1名が見学に参加した。

図書館だけでなく、キャンパス全体の見学を行った。

11 月例会 11 月 13 日（月） 日本大学（駿河台） 参加者３名

文献ガイダンス研究：作成 PPの修正部分確認

会員の交替に伴い、現在までの活動経過の確認と今後の作業について確認した。

12 月例会 12 月 12 日（火） 中央大学（後楽園） 参加者３名

文献ガイダンス研究：特殊資料別 PP の作成についての検討

3 月例会 3月 22 日（木） 芝浦工業大学（大宮） 参加者３名

文献ガイダンス研究：修正 PPの発表と検討

分担した修正 PP の合評と今後の活動についての検討

２）刊行物及び事業

「理工学文献探索データベース Rikoo!」 http://www.rikoo.jp/index.php

http://www.jaspul.org/e-kenkyu/rikogaku/
http://www.jaspul.org/e-kenkyu/rikogaku/


７．相互協力研究分科会

代表者 ： 清水 ゆかり（杏林大学医学図書館）

会員数 ： 2007 年 3 月末現在 8 名

会 員 ：

[正会員] 清水 ゆかり （杏林大学医学図書館） 2006 年 4 月入会

[正会員] 豊島 寛 （麗澤大学図書館） 2006 年 4 月入会

[正会員] 佐藤 和栄 （立教大学人文科学系図書館） 2006 年 9 月入会

[正 ML ネット会員] 高木 直子 （清泉女子大学附属図書館） 2006 年 4 月入会

[正 ML ネット会員] 青木 仕 （順天堂大学図書館） 2006 年 8 月入会

[正 ML ネット会員] 石橋 好重 （北里大学医学図書館） 2007 年 3 月入会

[個人会員] 大谷 健人 （日本大学生物資源科学部）

2006 年 4 月正会員として入会 7 月異動のため個人会員へ

[個人 ML ネット会員] 鶴田 香織 （大東文化大学） 2006 年 12 月入会

※ 菊地 祐子 （東京薬科大学情報センター）

2006 年 4 月正会員として入会 7 月異動のため退会

年会費 ： 正会員 5,000 円 正 ML ネット会員 1,000 円

例会開催回数 ： 9 回（夏期研究合宿を含む）

延べ参加者数 ： 38 名

研究分科会ホームページ URL ： http://www.jaspul.org/e-kenkyu/sogokyoryoku/

活動

１） 基本テーマ

私立大学図書館 ILL の現状分析

２） 活動の概要

ILL の現状分析をテーマに、ILL に関連すると思われること全般について、例会や

ML を中心に活発に意見と情報を交わした。

また人的ネットワークを広げることを大切にした。

相互協力は人的ネットワークが命だからである。

まずは身近なところから知るために、会員の所属する図書館のシステム状況や運

営状況、ILL における問題点等を随時報告し合い、他館に対する認識を深めた。

例会は基本的に会員の所属する大学を持ち回りで会場とし、会場となった大学の

図書館見学を必ず設けるようにした。

また、著作権法について、近年伸びているクロネコメール便を使用した際の到着

状況調査結果についてなど、現場に役立つ情報を参考文献等で提示することによっ

て、新たな知識を得られる会となるよう努めた。

進んで他の分科会との交流に努め、7 月には昭和女子大学図書館におけるレファ

レンス研究分科会主催の講演会に参加、12 月には同じくレファレンス研究分科会と

合同で立教大学の図書館 4 館を見学している。

夏期研究合宿では、大阪大学附属図書館生命科学分館と国立国会図書館関西館の

見学を実施し、一番の目的である阪大生命科学分館では、ILL 受付件数全国トップ

http://www.jaspul.org/e-kenkyu/sogokyoryoku/


の現場を実際に見学することによって、ILL 業務に対する知識を深めると同時に、

国立大学図書館員諸君との交流を図った。

11 月の私立大学図書館協会東地区部会 2006 年度研究会では「ILL の現場から：大

阪大学附属図書館生命科学分館見学レポート」と題し、夏期研究合宿の報告を PPT

と作成した見学ビデオを使用して発表し、成果をあげた。

1 月からは「図書館のホームページから見た相互貸借業務の分析」を共同研究の

テーマに掲げ、私立大学図書館協会東地区部会 249 校を HP 上から調査することから

始めている。

また今後共同研究をするに当り、情報の共有化を図るため、3 月、wiki に相互協

力研究分科会のページを立ち上げた。http://wiki.livedoor.jp/yukari_kyorin

資料

１）月例会テーマ

[4 月例会]

2006 年 4 月 20 日（木）／東京農業大学 参加者数：7 名

・ 第 14 期相互協力研究分科会マニュアルと活動内容の説明

・ 事前アンケートを用いた自己紹介

・ 役割分担決めと引継ぎ

・ 図書館見学

[5 月例会]

2006 年 5 月 18 日（木）／東京薬科大学 参加者：4 名

・ 事務連絡・報告

・ 研究テーマについて

・ 夏期合宿について

・ 図書館見学

[6 月例会]

2006 年 6 月 22 日（木）／麗澤大学 参加者：4 名

・ 事務連絡・報告

・ 5/19 第 1 回運営委員・代表者合同会議の報告

・ 夏期合宿について

・ ILL と著作権問題について

・ ヤマトクロネコメール便到着状況調査報告

[7 月例会]

2006 年 7 月 20 日（木）／昭和女子大学 参加者：2 名

・ 私図協事務局との話し合い

・ 夏期合宿について

・ 今後の活動について

・ レファレンス研究分科会主催昭和女子大学大串夏身教授による講演会「レフ

ァレンスと昨今の図書館事情について」に参加

http://wiki.livedoor.jp/yukari_kyorin


[夏期合宿]

2006 年 8 月 30 日（火）～31 日（水） 参加者：計 5 名

・ 8/30 大阪大学附属図書館生命科学分館見学

・ 8/31 国立国会図書館関西館見学

[10 月例会]

2006 年 10 月 20 日（金）／順天堂大学 参加者：5 名

・ 新会員の紹介

・ 合宿の反省・感想等

・ 研究会発表について内容確認・討議

・ 図書館見学

[12 月例会]

2006 年 12 月 21 日（木）／立教大学 参加者：5 名

・ 事務連絡・報告

・ 11/10 の第 2 回運営委員・代表者合同会議の報告

・ 研究テーマについて

・ レファレンス研究分科会との図書館合同見学

[1 月例会]

2007 年 1 月 18 日（木）／杏林大学 参加者：3 名

・ 図書館見学

・ 事務連絡・報告

・ 相互協力研究分科会マニュアルの改訂について

・ 研究テーマについて（テーマ決定）

[3 月例会]

2007 年 3 月 16 日（金）／清泉女子大学 参加者：3 名

・ 研究テーマについて（アンケート項目と調査館の検討）

・ 旧島津公爵邸見学

・ 図書館見学

２）刊行物及び事業

今年度はなし。



８．西洋古版本研究分科会

代 表 者：金田 陽治（成城大学）

副代表者：五島 正美（中央大学）

会 員 数：６名

会 員：泉 浩三（東京薬科大学）

伊原亜由美（日本データベース開発㈱、立教大学図書館業務受託職員）

金田 陽治（成城大学）

五島 正美（中央大学）

坪谷 卓浩（日本体育大学）

松尾 亜子（早稲田大学）

年 会 費：5,000 円

例会開催回数：10回（夏季集中研究会を含む）

述べ参加人数：65人

活 動

１）基本テーマ

①西洋古版本に関する書誌学的研究（書誌学的知識の習得をも含む）

②資料収集、整理、保存、展示など、図書館で実際に古典資料を扱う際に必要な知識の

習得

２）月例会概要

まず始めに、ヨーロッパの活発印刷の歴史についての基本的文献を読み、その後詳細目

録の作成を学んだ。それらの知識を基に、各自が所属する機関で所蔵している古典資料に

ついて、個人研究・発表を行なっている。

３）月例会テーマ

４月例会

４月２８日（金） 明治大学中央図書館 参加者７名

①前年度からの引継ぎ

②図書館見学

５月例会

５月２４日（水） 成城大学図書館 参加者６名

①前年度の研究発表の紹介

②今年度の活動計画

６月例会

６月２２日（水） 早稲田大学中央図書館 参加者６名

①合宿内容検討

②西洋印刷史基本文献まとめ１

文献名：フェーヴル、マルタン著『書物の出現』

③図書館見学

７月例会

７月１９日（水） 中央大学中央図書館 参加者６名

①夏季集中研究会打ち合わせ

②西洋印刷史基本文献まとめ２



③図書館見学

９月夏季集中研究会

９月１１日（月）～１２日（火）

早稲田大学中央図書館 参加者（延べ人数）：２０名（講師含む）

雪嶋宏一氏（早稲田大学図書館）を講師に招き、詳細書誌の作成演習を

２日間に渡り行なった。

１０月例会

１０月２４日（火） 立教大学図書館新座保存書庫 参加者６名

①夏季集中研究会で作成した書誌の発表

１１月例会

１１月１４日（火） 印刷博物館 参加者６名

①企画展示「近代印刷のあけぼの―スタンホープと産業革命」他見学

１２月例会

１２月 ８日（金） 立教大学図書館新座保存書庫 参加者６名

①書誌調査 Johnson’s Dictionary

②施設見学

１月例会

１月１６日（火） 東京薬科大学情報センター 参加者６名

①個人研究発表１

②個人研究発表２

③センター所蔵貴重書見学

３月例会

３月２０日（火） 日本体育大学図書館 参加者６名

①個人研究発表３

②個人研究発表４

③図書館見学



９．企画広報研究分科会

代表者：冨田喜恵（中央学院大学）

会員数：10 名（正会員：8 名／正ネット会員：2名）

会 員：石川敬史（工学院大学） 佐藤朝子（東洋英和女学院大学）

清水弥生子（東洋学園大学）関口千登世（城西大学）

高橋瑞江（桜美林大学） 遠山有紀（学習院大学）

中山絵里（東洋大学）

鏑木恵美（東京国際大学/ML 会員）生野諭（多摩美術大学/ML 会員）

年会費：5,000 円（会員）／ 2,000 円（ML 会員）

例会開催回数：11回（夏期集中研究会含む）

延べ参加者数：85名

研究分科会ホームページ URL: http://www.jaspul.org/e-kenkyu/kikaku/

活動

１）基本テーマ

図書館広報研究と共同利用ツールの開発・運用及びパスファインダーバンクの運用管理

２）活動の概要

①「パスファインダーバンク」の運用管理。バンクへの登録依頼を前提に、パスファイ

ンダーの全国調査を行った。また、登録規定の見直しや、雛型の作成により、バンク

の利用活性化を目指した。

② 各館で共同利用できる新しい広報ツールの企画として栞、ビニール袋の製作に向けて

準備をすすめた。

③ パスファインダーの普及目的と、実践的な広報関係の講習会開催に向けて準備をすす

めた。

資料

１）月例会テーマ

4 月例会

2006 年 4月 19 日（水）/ 昭和女子大学

参加者 13名（前期会員 5名含む）

・ 自己紹介

・ 前期会員より引継ぎ

・ 運営委員の決定

・ 図書館見学

5 月例会

2006 年 5月 12 日（金）/ 工学院大学

参加者 8 名

・ 今後の例会スケジュール調整

・ 今期のテーマ検討

・ 雑誌『専門図書館』からのパスファインダーバンクについての原稿依頼の件

・ 図書館見学

http://www.jaspul.org/e-kenkyu/kikaku/


6 月例会

2006 年 6月 15 日（木）/ 東洋英和女学院大学

参加者 8 名

・ 次回例会の内容検討

・ 企画広報研究分科会 HPのリニュアルについて

・ 代表者会議報告

・ 夏期研究会について

・ 主催講演会についての詳細検討

・ Lib.PR の運営について

・ 図書館見学

7 月例会

2006 年 7月 6日（木）/ 第 17 回国際文具紙製品展 専門セミナー 東京ビックサイト

参加者 7 名

・ パソコン・手書きを効果的に活用した『売れる POP』作成のノウハウ

㈱POP 研究所 代表取締役 中山政男氏

・ 新規・固定客獲得のための定期講座・イベント運営ノウハウ

(有)メモリーメモリー 代表 高松ますみ氏

上記のセミナー受講

・ 夏季集中研究会について

夏季集中研究会

2006 年 9月 5日（火）6日（水）/ 工学院大学

参加者 8 名

・ パスファインダー調査結果報告

・ 分科会ホームページリニュアル

・ パスファインダーバンクの運用規程検討、改定作業

・ 主催講演会について

10 月例会

2006 年 10 月 12 日（火）/ 桜美林大学

参加者 7 名

・ Lib.PR の HP の改訂、追加作業

・ パスファインダーバンクのアンケート結果報告と今後について

・ 各自作成パスファインダーのテーマ決定

・ 主催講演会について

・ 図書館見学

11 月例会

2006 年 11 月 14 日（火）/ 東洋大学白山キャパス

参加者 8 名

・ 代表者会議報告

・ パスファインダーバンクのサイトリニューアルについて

・ 主催講演会について （講師・時期・場所決定）

・ 図書館見学



12 月例会

2006 年 12 月 12 日（火）/ 学習院大学

参加者 6 名

・ 今後の分科会スケジュール詳細決定

・ 製作物（栞・ブックカバー・ビニール袋）の製作について

・ パスファインダーバンク HP のリニュアル画面構成について

・ 主催講演会について

・ 図書館見学

1 月例会

2007 年 1月 26 日（金） / 中央学院大学

参加者 7 名

・ 広報グッツの製作班と講演会班に分かれて各自検討

・ 広報班⇒製作物決定、デザイナー及び業者選定

・ 講演班⇒企画書作成打ち合わせ、講師講演会下見について

2 月例会

2007 年 2月 26 日（月） / 城西大学

参加者 7 名

・ 広報グッズ作成版と講演会版に分かれて各自検討

・ 広報班⇒栞 2 種と、ビニール袋作成を決定。デザイナー選定。

・ 講演班⇒企画書作成と、スケジュール詳細詰め

3 月例会

2007 年 3月 27 日（火） / 東洋英和大学（六本木キャンパス）

参加者 6 名

・ 各自作成したパスファインダー雛形の確認。

パスファインダー新規登録大学への依頼確認。

・ 広報班⇒ビニール袋作成業者選定など

・ 講演班⇒牟田さん講演会参加報告、企画書完成

２）刊行物及び事業

・今年度は特になし



１０．和漢古典籍研究分科会

代表者: 山田裕之（多摩美術大学）

会員数: 9 名 ＋ 講師 1名

会 員: 石崎由香利（昭和女子大学） 井上玲子（中央大学）

志村久美（大正大学） 鈴木京子（専修大学）

関原暁子（東京家政学院大学） 永瀬洋子（駒澤大学）

沼田晃佑（身延山大学） 細野美里（立教大学）

山田裕之（多摩美術大学）

高橋良政講師（日本大学）

年会費: 2,000 円

例会開催日数: 10 回（夏期研究合宿を含む）

延べ参加者数: 80 名

研究分科会ホームページＵＲＬ: なし

活動

1）基本テーマ

日本・朝鮮・中国で刊行された古籍についての書誌学的研究を通じて、大学図書館員と

しての知識の深化、技能の向上を図る。研究成果の社会への還元も目指す。

2）活動の概要

・古籍・書誌学について知識を得る為、基礎的文献をテキストとして輪読。

今年度テキスト: 廣庭基介, 長友千代治著『日本書誌学を学ぶ人のために』 世界思想

社, 1998

・書誌作成実習。会場提供担当校の会員が事前に配布した関連資料に基づいて会員が各

自調書を作成、月例会の場で照合をする形。また会場校所蔵の古籍についても改めて

調書を作成してみる。適宜講師の批評・指導を受けた。

・外部見学会を実施。初心者が多い今年度の分科会の現状を鑑み、書誌学的学習のみに

止まらないより広範な古籍についての知識を実際的に得ようとする試み。博物館や美

術館、古書街等を巡り技術史的側面、貴重書の世界から流通の現況に至るまで多様な

アプローチで理解を深めた。

資料

1）月例会テーマ

第 1 回: 2006 年 4月 14 日（金） 於立教大学図書館・参加 9 名

①会員自己紹介。2006 年度運営担当者の決定、会計引継ぎ等

②今年度活動方針・スケジュールの策定

③沼田会員による調書作成の実演

第 2 回: 2006 年 5月 26 日（金） 於多摩美術大学上野毛図書館・参加 9名

①2006 年度会費徴収

②テキスト『日本書誌学を学ぶ人のために』輪読

③館蔵古籍の中から各自選択したタイトルについて調書を作成。講師の指導を受ける

・『薄雪物語』ほか出品 16タイトルの内

④会場校図書館見学

第 3 回: 2006 年 6月 23 日（金） 於駒澤大学図書館・参加 8 名

①夏期研究合宿の日程・内容の検討



②テキスト『日本書誌学を学ぶ人のために』輪読

③館蔵貴重書の電子化作業見学（業者説明）

④調書作成実習

・濯足文庫資料 10タイトルの内から選択

⑤会場校図書館見学

第 4 回: 2006 年 7月 11 日（火） 於大正大学図書館・参加 8 名

①テキスト『日本書誌学を学ぶ人のために』輪読

②調書作成実習

・『節用集』（駒沢大学図書館蔵）

・『二人若衆對紫色』（大正大学図書館蔵）ほか

③会場校図書館見学

第 5 回（夏期研究合宿）: 2006 年 8月 2日(水）～4 日(金)

於身延山大学図書館・参加 7 名

①会場校図書館見学

②2日間に亘る調書作成実習

③同大望月真澄教授による講演「身延文庫の来歴」拝聴

④関連諸施設見学

⑤和紙漉き体験学習

第 6 回: 2006 年 10 月 20 日（金） 於中央大学図書館・参加 8 名

①テキスト『日本書誌学を学ぶ人のために』輪読

②調書作成実習

・『刺字集』（中央大学図書館蔵）ほか

③会場校図書館見学

第 7 回（見学会）: 2006 年 11 月 17 日（金） 参加 10名

①印刷博物館見学

②神田神保町書店街探索

③東京古典会入札会展観を見学（於東京古書会館）

第 8 回（見学会）: 2006 年 12 月 12 日（火） 於静嘉堂文庫・参加 8名

①「中国・日本の貴重書」展見学（学芸員解説）

第 9 回: 2007 年 1月 26 日（金） 於昭和女子大学図書館・参加 6 名

①テキスト『日本書誌学を学ぶ人のために』輪読

②調書作成実習

・『青標紙』（昭和女子大学図書館蔵）

・『伊勢物語』数種ほか館蔵資料から選択

③会場校図書館見学

第 10回: 2007 年 3月 23 日（金） 於東京家政学院大学・参加 7名

①テキスト『日本書誌学を学ぶ人のために』輪読

②調書作成実習

・『日用食性』（東京家政学院大学図書館蔵）ほか

③次年度研究発表についての企画立案

④会場校図書館見学

2）刊行物及び事業

なし



１１．北海道地区研究分科会

代表者：京谷 正博（札幌学院大学）

会員数：７名

会 員：森 俊司（札幌大学） 宮川 淳子（北星学園大学）

田鎖 晴英（北海学園大学） 酒井 哲哉（北海学園大学）

宮崎 隆志（北海道医療大学） 照井 俊秀（酪農学園大学）

年会費：無料

例会開催回数：６回／延べ参加人数：91 名

研究分科会ホームページ：無し

活 動

１）基本活動テーマ

①大学図書館の利用と相互協力を促進する研究

②図書館業務の改善と図書館職員の資質向上を目指した研究

③その他、大学図書館における諸課題についての研究

２）活動の概要

本研究分科会の活動は、会員個人による研究報告と、北海道地区私立大学図

書館協議会の研修事業への共催・参加から成り立っている。

例会での個人研究報告は、①「札幌学院大学図書館における情報リテラシー

ガイダンスについて」と題し札幌学院大学で初年度導入教育として行われてい

る全学共通科目「論述・作文」という講義と図書館とが連携して実施している

情報リテラシーガイダンスについて、その企画から実施の概要、札幌学院大学

図書館における利用者教育の課題と展望についての報告と、②「オペレーショ

ンリサーチの勉強」と題して図書館業務の効率化を目的としたオペレーション

ズリサーチの手法、特に合理的な工程管理への応用についてであった。

研修事業の第１回目は、高等学校で「情報」を学んだ生徒が大学に入学する

ことになり、大学図書館としてどのような対応が必要か探るため、「高校の情報

教育と大学図書館の情報リテラシー」と題して、高等学校で「情報」の授業を

担当している教諭から実際に高等学校で行われている「情報」の授業内容につ

いての講演をいただいた。

第２回目は、大学として外部資金の導入が叫ばれる中、図書館としてどうす

れば外部資金の導入を行うことができるかを探るため、「大学図書館における私

学助成金の活用」と題して、丸善株式会社の補助金導入コンサルタント部門の

担当者から文部科学省を中心とした各種補助金の概要についての説明と、補助

金獲得のための図書館事業の計画や申請手続について事例を基にした講演をい

ただいた。

第３回目は、大学図書館が直面している問題として、他の事務系部署との人

事異動、人員削減、アウトソーシング等、図書館職員の在り方そのものが問わ

れている。このような状況の中で、なぜ専門の職員による運営が必要なのかを



「大学図書館職員の専門性を考える」と題して、道地区私大図書館協議会加盟

館からのアンケートに基づく講演を、藤女子大学図書館情報学課程講師の下田

氏からいただいた。

３）来年度への課題、展望

地区研究分科会としての特徴を出せるように、大学図書館の利用と相互協力

を推進する研究と、図書館業務の改善、図書館職員の質的向上を目指した研究、

利用者の情報リテラシー能力向上を目指した研究を展開したいと考えている。

資料

１）月例会テーマ

第１回例会 ５月 12 日 酪農学園大学 参加者：６大学６名

テーマ：「今年度の活動計画について」

報告者：京 谷 正 博（札幌学院大学）

第２回例会 ７月 14 日 北海学園大学 参加者：11 大学 25 名

テーマ：「高校の情報教育と大学図書館の情報リテラシー」

報告者：奥 村 稔（北海道札幌北高等学校教諭）

第３回例会 ９月 22 日 札幌学院大学 参加者：６大学８名

テーマ：「札幌学院大学図書館における情報リテラシーガイダンスについて」

報告者：京 谷 正 博（札幌学院大学）

第４回例会 10 月 13 日 札幌学院大学 参加者：15 大学 19 名

テーマ：「大学図書館における私学助成金の活用」

報告者：前 野 崇（丸善株式会社教育･学術事業本部

環境デザイン事業部企画･管理室）

第５回例会 11 月 24 日 札幌学院大学 参加者：６大学６名

テーマ：「オペレーションズリサーチの勉強」

報告者：宮 崎 隆 志（北海道医療大学）

第６回例会 12 月 11 日 藤女子大学 参加者：13 大学 27 名

テーマ：「大学図書館職員の専門性を考える」

報告者：下 田 尊 久（藤女子大学図書館情報学課程講師）

２）刊行物及び事業

北海道地区大学図書館協議会『会報』（北海道地区研究分科会の報告を掲載）



１２． メタデータ研究分科会

代 表 者：鈴木 学（日本女子大学）

会 員 数：３機関 ３名（2007年３月27日現在）

会 員：（正）MLネット会員 ３名

鈴木 学 （日本女子大学） 池内 みさを（札幌大学）

藤巻 淑子（獨協大学）

ＭＬ投稿数： 196本

※月例会を開催しないため二年度分のＭＬへの投稿本数を示す（３月末現在）

○2006年度の活動

今期で３期目を迎えたメタデータ研究分科会では、以下の二つを活動方針としている。

・現在話題となっているメタデータについて、その成立過程から理念、実際の運

用・適用について研究・調査を行う。また、メタデータだけではなくその周辺領

域についても研究の対象とする。メタデータそのものの技術的視点のみならず、

その理念哲学等についても探求していく。

・研究対象の柱となるものはメタデータであるが、具体的な研究対象とする文献や

実例等は参加者の討議の上随時決定し取り上げていく。

これは分科会設立当初から変わらない。少ない会員数ではあるものの、活動方針に沿って研

究活動を進めている。２年度の活動を大まかに３つに区切り年度の研究計画を立てているが、

今年度については、前期のメンバーがそのまま継続して参加しているので、研究課題も継続

することとした。前期は実際にメタデータを記述することそれ自体を目標としてきたので、

今期はそれに引き続いて、前期の体験的記述から、さらに記述数を増やすとともにその使い

勝手を検証することを課題としている。ちなみに、前期の課題は以下の通り。

・課題

各図書館目録規則およびメタデータ規則でウェブサイトの目録を作成する実験。

・主旨

実際のインターネット情報資源の目録を作成してみることで、それぞれの情報資源のど

の部分をどのように解釈できるのかを捉える。さらには、分野ごとでのメタデータ規則

の共通点および差異を実感することを目標とする。

・方法

実際に記述するにあたっては、DC-lib準拠の「メタデータ記述システム」を開発し、

各要素に対する入力を行うことでメタデータを生成するシステムを利用した。システム

への入力にあたって問題となった点を検証し、さらに記述の助けとなるような仕組みに

はどのようなものがあればよいかを検討した。それらをシステムに反映できるように考

察している段階である。この作業は引き続いて来期への課題として位置づけている。

○まとめ

前期のまとめとして報告したメタデータの活用については、現時点においても依然として



明確な像として捉えるには至っていない。そんな中、旧分科会所属者を代表として学会での

発表を行えたことは一つの研究成果であるとともに、活用事例として今後検証していく内容

を伴う。またそれを糸口として今後の具体的な開発へと発展していくことが望まれる。

・2006年度日本図書館情報学会春季研究集会

「図書館員の勉強会と連携したメタデータ実験システム」

兼宗 進（一橋大学総合情報処理センター）

開催日時：2006年5月27日（土） 10時30分～17時20分 （発表：14：00～14：30）

開催場所：大東文化大学 板橋キャンパス

次年度も引き続いて課題に取り組み、メタデータが図書館活動とどのように結びつくのか見

極めていきたい。またメタデータを通して、改めて目録の果たすべき役割は何であったのか、

あわせて見直す必要もある。

また最近のメタデータに関する具体的な動きを捉えるため、下記の会議に出席した。図書

館目録的な指向ではなかったもののメタデータを使った様々な取り組みを確認した。

・第32回ディジタル図書館ワークショップ（平成19年3月9日(金)）

会 場 : 筑波大学東京キャンパス

研究発表

(1)教育図書館における複数コレクションの提供 江草 由佳（国立教育政策研究所）

(2)AIRwayプロジェクト：機関リポジトリ活用のためのリンキングサービスの構築

嶋田 晋（筑波大学附属図書館）ほか

(3)メタデータスキーマの再利用を指向したスキーマ設計支援システム

庄山 和男（筑波大学）ほか

講 演

「RDFとメタデータの相互運用」神崎 正英（ゼノン・リミテッド・パートナーズ）

パネルディスカッション

「メタデータの相互運用は本当に可能か」

パネリスト：中井 万知子（国立国会図書館）村田 良二（東京国立博物館）

五島 敏芳（国文学研究資料館）神崎 正英

コーディネータ

宇陀 則彦（筑波大学大学院 図書館情報メディア研究科）

参資資料

The Dublin Core Metadata Initiative （ウェブサイト）

http://dublincore.org/index.shtml

Library Application Profile（ウェブサイト）

http://dublincore.org/documents/library-application-profile/index.shtml

研究図書館目録の危機と将来像－3機関の報告書から－

渡邊 隆弘（帝塚山学院大学）

カレントアウェアネス（季刊）

以上

http://dublincore.org/index.shtml
http://dublincore.org/documents/library-application-profile/index.shtml


１３．情報リテラシー教育研究分科会

代 表 者：内堀勇二（立教大学）

会 員 数：5 名

会 員：荒井啓太（桜美林大学）、伊藤親子（中央大学）、溝渕雄一朗（杉野服飾大学）

樋口知義（東洋大学）、内堀勇二（立教大学）

年 会 費：3000 円

例会開催回数：9 回

延べ参加者数：26 名

研究分科会ホームページ URL：http://www.jaspul.org/e-kenkyu/joholite/index.html

活動

１）基本テーマ

「情報検索ガイダンスにおける業務マニュアル骨子の整備化」

２）活動の概要

図書館員が主体となって行う「情報リテラシー教育」に関しては会員校の各大学共に業務

がマニュアル化されておらず、現担当者に頼りきりとなっている現状を認識し、業務の継

承性の問題が浮き彫りとなった。この状況を鑑みて、「情報検索ガイダンスにおける業務マ

ニュアル骨子の整備化」を基本テーマとし、研究を進めていく。

資料

１）月例会テーマ[月日・会場・テーマ等]

第一回月例会

月日：４月２１日

会場：学習院大学法経図書センター

テーマ：第三期役員選出、第二期～第三期引継ぎ業務の確認

第二回月例会

月日：６月２０日

会場：立教大学図書館本館

テーマ：「担当者教育」「ガイダンス効果の測定」についての研究調査

第三回月例会

月日：７月２６日

会場：杉野服飾大学附属図書館

テーマ：研究テーマの絞込み（「担当者教育」のみへ）

夏季集中研究の準備

夏期集中研究

月日：９月５日、６日

会場：桜美林大学新宿キャンパス

テーマ：大学図書館組織としてのガイダンス業務の流れの確認

会員校のガイダンスの実演

http://www.jaspul.org/e-kenkyu/joholite/index.html


第四回月例会

月日：１０月２５日

会場：東洋大学川越図書館

テーマ：研究テーマの決定「ガイダンス業務のマニュアル化」

中間発表の形式の確認

第五回月例会

月日：１１月２９日

会場：中央大学後楽園キャンパス図書館

テーマ：研究テーマ範囲の決定「図書館員が主体となる情報リテラシー教育」

※ 新入生オリエンテーションレベルの内容を除く

中間発表の準備

第六回月例会

月日：１２月２０日

会場：立教大学図書館本館

テーマ：「中間発表」の準備とその媒体に関する「アンケート」の企画

第七回月例会

月日：２月２１日

会場：杉野服飾大学附属図書館

テーマ：「中間発表」の最終確認とその媒体に関する「アンケート」の決定

次年度の分科会年間予定の確認

第八回月例会

月日：３月２２日

会場：桜美林大学新宿キャンパス

テーマ：「研究報告書」のモデル文書の確認

「中間発表」HP 公開と「アンケート」の回収経過確認

２）刊行物及び事業

『情報リテラシー教育研究分科会報告書』

以 上



１４．L-ラーニング学習支援システム研究分科会

代表者：阿部潤也（東京歯科大学）

会員数：5校 5名

会 員：阿部潤也（東京歯科大学） 小田切夕子（麻布大学）

金子和代（早稲田大学） 佐藤稔彦（駒沢大学）

田代陽子（日本女子大学）

年会費：3,000 円

例会開催回数：4 回

延べ参加者数：29名

研究分科会ホームページ URL：http://www.jaspul.org/e-kenkyu/lls/

活動

1)基本テーマ

大学図書館員の自己点検、自己評価、自己研鑽を目的とした学習支援システムの構築な

らびに評価、分析

2)活動の概要

体系的な学習ページを、より一層充実させることを目指した。WBT（Web Based Training）

の基本ツールとして Xoops を採用してきたが、e-learning に特化した Moodle への移行を

検討してきた。また、学習者が楽しく学べることをポイントとし、RPG によるレファレンス

業務演習プログラムの開発に取り組んだ。

資料

1)月例会テーマ

第 1 回例会

2006 年 6月 2日（金）13：00-17：30 日本女子大学（目白キャンパス）

1.事務連絡

2.今期研究テーマ設定

3.その他

第 2 回例会

2006 年 8月 30 日（水）11：00-18：30 東京歯科大学（千葉キャンパス・稲毛）

1.事務連絡

2.問題形式の検討

3.図書館見学

4.その他

第 3 回例会

2006 年 12 月 8日（金）13：00-18：00 麻布大学（相模原）

1.事務連絡

2.ソフトの検討

3.問題の検討

4.次回例会までの作業課題

5.図書館見学

6.その他

第 4 回例会

2007 年 2月 22 日（木）13：00-18：00 一橋大学（国立）

http://www.jaspul.org/e-kenkyu/lls/


1.事務連絡

2.サーバーのレンタルについて

3.Moodle の検討

4.問題の検討

5. 図書館見学

6.その他

2)刊行物及び事業

第 7 回インターネット活用教育実践コンクール・社会教育部門に応募し、佳作に選出され

た。

http://www.netcon.gr.jp/

http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/19/02/07022310.htm

【L ラー的学習ページ】

http://www.tdc.ac.jp/lib/lls/

【模擬試験ホームページ】

http://ml.lss.tama.ac.jp/cgi-bin/tqindex.cgi

【L-ラーニングとは】

図書館員のリテラシーやスキルアップのための自己学習を”L-ラーニング”と命名した。

これは、e-ラーニング（WBT=Web-Based Training)を利用したオンライン教育の手法をヒン

トに考え出した造語である。 L-ラーニングの Lは Library Librarian Literacy をイメー

ジしている。

http://www.netcon.gr.jp/
http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/19/02/07022310.htm
http://www.tdc.ac.jp/lib/lls/
http://ml.lss.tama.ac.jp/cgi-bin/tqindex.cgi


≪研究分科会刊行物一覧≫

分科
会名

分 類
研究分科会

逐 次 刊 行 物
研究分科会

パブリック･サービス
研究分科会

図書館運営戦略
研究分科会

書名
又は
誌名

なし
逐次刊行物研究分科会報
告

問い、学び、行動する図
書館員を目指して-2004-
2005年度パブリックサー
ビス研究分科会活動報告
‐

なし

刊行
頻度

隔年（その期で1回） 隔年（その期で1回）

価
格

2,000円（最新号59号） 無料

発行
部数

200部 100部

配布
対象
・

頒布
方法
・

在庫

継続購読約100。会員や
当該号執筆者へは無料で
頒布、代金支払は銀行口
座振替。在庫は要確認、
57号より一部について分
科会HP上で公開

分科会会員，分科会会員
所属機関，私立大学図書
館協会関係者，国立国会
図書館，国立情報学研究
所等の関係機関に配付。

発
行
目
的
・
主
な
内
容

逐次刊行物にかかわる研
究の公表および分科会の
活動報告。
会員の研究発表講演録、
分科会活動の概要報告。

2004-2005年度（2年間）
の研究・活動の記録およ
び報告。研究報告大会発
表資料，共同研究論文
（３論文）掲載（リスク
マネジメント研究，コン
ソーシアム研究，人材育
成研究）

コメ
ン ト
・

今後
の

刊行
予定

第59号より、逐次刊行物
研究分科会HPにて全文公
開。

パブリックサービス研究
分科会HPにて全文公開。



分科
会名

理 工 学
研究分科会

相 互 協 力
研究分科会

書名
又は
誌名

レファレンス研究分科会
ニュース

レファレンス研究分科会
報告2004～2005

理工学情報探索データ
ベース Rikoo

相互協力研究分科会報告
(ISSN0916-0078)

刊行
頻度

月1回 不定期 隔年（2年に1回）

価
格

無料 無料 無料 無料

発行
部数

100部

配布
対象
・

頒布
方法
・

在庫

分科会会員、OB･OG会員
（購読希望者）宛てに、
メール添付文書にて配
信。

分科会会員、分科会会員
所属機関、途中退会した
会員、OB･OG会員、国会
図書館、都立図書館、専
門機関探訪で訪問した機
関などに配布。
在庫は数十部。

Webによる公開
http://www.rikoo.jp/in
dex.php

頒布対象は特になし。

国立国会図書館、その期
の会員、次期会員、各期
の代表者、他
在庫：創刊号から10号ま
で各3冊

発
行
目
的
・
主
な
内
容

事務連絡、前回の例会の
記録、研究発表レジュ
メ、図書館見学記等

グループ研究、専門機関
探訪、講演記録、事例研
究等

主な理工系資料を冊子、
Web情報も含めて分野
別、形態別に選出し、
データベースを作成し
た。分野はNDCの自然科
学と工学のみとし、医
学・薬学は対象から外し
た。作成に当たっては
データ更新を可能とする
ためにCGIを利用した管
理者用フォームを作成し
た。現在データを更新中
である。

研究活動の成果をまとめ
る意味で報告書の形式と
して残し、また、参加し
ていない人にも役立つよ
う努める。

コメ
ン ト
・

今後
の

刊行
予定

分科会会員によるデータ
新規登録・更新作業を随
時実施中。

毎期ごとに刊行の予定。

レ ファ レ ン ス
研究分科会

http://www.rikoo.jp/in


分科
会名

西 洋 古 版 本
研究分科会

和 漢 古 典 籍
研究分科会

書名
又は
誌名

なし Pathfinder Bank
Lib.PR:図書館広報実践
支援サイト

なし

刊行
頻度

随時更新 随時更新

価
格

無料 無料

発行
部数

配布
対象
・

頒布
方法
・

在庫

Webによる公開
http://www.jaspul.org/
e-kenkyu/kikaku/pfb/

Webによる公開
http://www.jaspul.org/
e-kenkyu/kikaku/libpr/

発
行
目
的
・
主
な
内
容

目的：利用者教育に役立
つ共同利用ツールの提
供。
内容：図書館や研究機関
等が個別に作成している
パスファインダーをWeb
上に収集し、共同利用を
可能にたサイト。

目的：図書館広報に関す
る知識を共有し、図書館
の広報活動に役立てる。
内容：利用者に伝わる広
報のポイントを紹介し、
さらに広報にそのまま使
える便利なツールを集め
たサイト。

コメ
ン ト
・

今後
の

刊行
予定

企 画 広 報
研究分科会

http://www.jaspul.org/
http://www.jaspul.org/


分科
会名

北 海 道 地 区
研究分科会

メ タ デ ー タ
研究分科会

情報リテラシー教育
研究分科会

Ｌ－ラーニング
学習支援システム

研究分科会

書名
又は
誌名

北海道地区私立大学図書
館協議会会報

なし
『情報リテラシー教育研
究分科会報告書』第2
号，ISSN1349-2055

なし

刊行
頻度

年1回発行 単発

価
格

無料 無料

発行
部数

100部 100部

配布
対象
・

頒布
方法
・

在庫

協議会会員館および関係
団体に配布

現会員・前期会員、研究
対象となった大学に配布

発
行
目
的
・
主
な
内
容

北海道地区の私立大学図
書館間の意思疎通をはか
り、共通問題について討
議する。内容は、会務報
告、東地区研究分科会の
活動報告、加盟館の現況
（統計と動向）からな
る。

2004-2005年度の当分科
会の活動報告書。発表し
た内容や2年間の活動成
果を掲載したもの。

コメ
ン ト
・

今後
の

刊行
予定



《2006 年度研究分科会月例会について（報告）》

研究部担当理事校 国士舘大学附属図書館 【2005 年度 4 月から担当】

月例会担当理事校 立正大学情報メディアセンター【2005 年度 4 月から担当】

1.月例会・夏期研究合宿開催状況

研究分科会名称
月例会

開催数

夏期合宿（集中研究会）

開催期間

分類研究分科会 10 8 月 30 日～9 月 1 日

逐次刊行物研究分科会 9 8 月 7 日～8 月 8 日

パブリック・サービス研究分科会 9 8 月 21 日～8 月 23 日

図書館運営戦略研究分科会 9 8 月 21 日～8 月 22 日

レファレンス研究分科会 9 9 月 14 日～9 月 15 日

理工学研究分科会 4（*1）

相互協力研究分科会 8 8 月 30 日～8 月 31 日

西洋古版本研究分科会 9 9 月 12 日～9 月 13 日

企画広報研究分科会 10 9 月 5 日～9 月 6 日

和漢古典籍研究分科会 10 8 月 2 日～8 月 4 日

北海道地区研究分科会 6

メタデータ研究分科会 （*2）

情報リテラシー教育研究分科会 9 9 月 5 日～9 月 6 日

L-ラーニング学習支援システム

研究分科会
4

(*1)月例会以外、メーリングリスト投稿本数：43 本

(*2)メーリングリストを活動基盤としているため、月例会を開催しない。

メーリングリストへの投稿本数：196 本

2.2006 年度中の動き

研究分科会会員追加募集（2006 年度臨時実施）

研究分科会会員勤務先の人事異動等に伴う退会により、分科会会員数が減り代

表者から分科会活動に影響するとの声があり、運営委員・分科会代表者合同会

議にて、追加募集を行う可否を諮った。結果、今年度臨時措置として私立大学

図書館協会東地区部会加盟図書館宛に追加募集を実施した。

3.今後の課題

研究分科会は 2 年ごとに更新されるが、継続会員が一人もいない分科会が

増えてきている。会員数の減少や継続会員の不在で、分科会の運営に悩んで

いる代表者も少なくない。

継続的な研究活動を行っていくためには、現行の分科会成立要件を見直し、

発足時の会員数を増やす必要があるのではないか。そのために休会となる分

科会があれば、類似の研究テーマを持つ分科会との合併を促がすなど、研究

部が主導的な立場から手段を講ずることも必要であろう。併せて、募集時期・

募集回数の見直し、募集条件の緩和など、応募者が増えるような何らかの対

策を取ること、また、会員が継続して参加できるよう加盟館に対し積極的な

働きかけを行うこと、更には、分科会の活動期間や研究報告大会の開催方法



について抜本的な見直しを行うことも必要かもしれない。

研究活動は負担だが、知識を得たい、情報交換の場が欲しいという声は多

い。図書館勤務年数は長くても初めての業務につくこともある。研究を目的

とする分科会のほかに、実務に直結した研修的な分科会が加われば、活動も

活性化するのではないか。経験年数にかかわらず誰もが参加しやすい環境と

なるよう、研究部には柔軟な対応をお願いしたい。



《研究講演会》

私立大学図書館協会 2006 年度東地区部会研究講演会

日 程：2006 年 6月 9日（金） 13：45～16：45

会 場：鶴見大学 鶴見大学会館 Ｂ１ メインホール

参加者：216 名

受 付 13：00～

１．開会の辞 13：45～

司会者（研究部運営委員）早稲田大学図書館 長岡 三智子

２．挨 拶

研究部担当理事校 国士舘大学附属図書館 館長 廣野 行甫

３．テーマ

（１）講演 「Google が図書館に与えるインパクト

－Web の進化との考察－」 14：00～15：00

一橋大学総合情報処理センター 助教授 兼宗 進

質疑応答 15：00～15：15

＜休 憩＞ 15：15～15：30

（２）講演 「ハイブリッド環境下におけるレファレンス

サービス支援ツールの開発」 15：30～16：30

慶應義塾大学文学部 教授 田村 俊作

質疑応答 16：30～16：45

４．閉 会

※講演のレジメは、「私立大学図書館協会会報」１２８号に掲載予定。



《研究会（交流会）》

2006年度研究会（交流会）

日 程：2006年 11月 10日(金)

会 場：法政大学多摩キャンパス 百周年記念館（13号館）国際会議場

参加者：46大学 60名

受 付 14：30～

開 会

１．開会の辞 15：00～

司会者（研究部運営委員）立正大学情報メディアセンター 佐藤 研一

２．開会挨拶

法政大学図書館 館長 公文 溥

３．(1)講演 15：05～16：10

・演 題：「魅せる図書館ホームページ」

・講 師： 跡見学園女子大学文学部 助教授 福田 博同

・質 疑 16：05～16：10

(2)研究分科会活動報告Ⅰ 16：10～16：30

・演 題：「国立国会図書館のレファレンス協同データベースについて」

・発表者：レファレンス研究分科

昭和女子大学図書館 嶋﨑 尚代

國學院大学図書館 古越 慶子

桜美林大学図書館 三上 彰

(3)研究分科会活動報告Ⅱ 16：30～16：50

・演 題：「ILLの現場から-大阪大学附属図書館生命科学分館見学レポート」

・発表者：相互協力研究分科会

杏林大学医学図書館 清水 ゆかり

・(2)(3)に対する質疑 16：50～16：55

意見交換会 17：05～18：35

会 場：法政大学多摩キャンパス 百周年記念館（13号館）研修ホール

※講演のレジメは、「私立大学図書館協会会報」１２８号に掲載予定。



《研修会》

２００６年度研修会

日 程： 2006 年 9 月 26 日（火）～9 月 27 日（水）

会 場： 慶應義塾大学三田キャンパス 北館ホール

参加者： 117 大学 1 機関 148 名

テーマ： 変化するレファレンスサービスの現状と課題

《開催趣旨》

デジタル情報の流通が増大し、図書館を取り巻く環境が大きく変化しています。利用者

は図書館に来館してサービスを受けるだけでなく、インターネットによって来館しなくて

もサービスを受けることが可能となり、レファレンスサービスにおいても、デジタル通信

メディアを利用した試みがなされるなど、情報源や情報提供のありかたが急激に多様化し

ています。

インターネット上の検索エンジンを用いればデジタル情報を容易に入手できるとはい

え、図書館員は様々な情報源を活用して適切な利用者支援を行うためのスキルが求められ

ています。このような変容の中で図書館の果たす役割は増えこそすれ減るものではないの

ですが、専任職員の減少傾向にみられるように新たな知識やスキルの習得が厳しいという

環境が続いています。

今回の研修ではレファレンスサービスに焦点を当て、進展著しいデジタル情報化に対応

したレファレンスサービスの最新動向と、一方で、図書館員にとっては自明であるレファ

レンスサービスの有用性が利用者には充分に認知されていないという現実に対し、図書館

と利用者の溝を埋める方策などを、あわせてこの機会に考えてみたいと思います。

今後のサービス内容を検討する一助となれば幸いです。

《プログラム》

第 1 日（ 9 月 26 日）

＊ 受付 9：45～10：15

＊ 挨拶・オリエンテーション 10：15～10：30

会場担当校挨拶 慶應義塾大学メディアセンター所長 杉山 伸也

研修委員長挨拶 明治大学図書館総合サービス課長 浮塚 利夫

＊ 基調講演：「大学図書館のレファレンスサービスの現状と

課題」 10：30～12：00

慶應義塾大学文学部 教授 田村 俊作

＊ 講 演：「デジタルレファレンスの展望と大学図書館」 13：30～15：00

明治大学文学部 助教授 齋藤 泰則

＊ 講 演：「記録する・使う・伝える

－レファレンス協同データベースの試み－」 15：30～16：40

国立国会図書館 関西館事業部 図書館協力課

協力ネットワーク係副主査 山元 真樹子



＊ 懇親会 ： 会場：慶應義塾大学三田キャンパス

ザ・カフェテリア 北館 1 階 16：50～18：20

第 2 日（ 9 月 27 日）

＊ 講 演：「体験的レファレンスサービス論

－友達１００人できるかな－」 10：00～11：30

関東学院大学 図書館本館運営課長 高梨 章

＊ 事例報告：「レファレンスツールとしてのパスファインダー

－東京学芸大学附属図書館の事例－」 13：00～13：45

東京学芸大学 学術情報部情報管理課学術資料係長 村田 輝

＊ 事例報告：「国際基督教大学図書館のレファレンスサービス

の変遷」 13：50～14：35

国際基督教大学 図書館グループ長 松山 龍彦

＊ 講 演：「今後のレファレンスライブラリアンの役割と

その育成について－意思決定を行う立場から－」 15：00～16：00

慶應義塾大学 信濃町メディアセンター事務長 市古 みどり

＊ まとめとアンケート 16：00～16：10



2006年9月26日

私立大学図書館協会東地区部会研究部

2006年度第1回研修会

大学図書館のレファレンスサービスの現状と課題

田 村 俊 作

(慶應義塾大学文学部)

１．はじめに

２．大学図書館におけるレファレンスサービスの発展

・阪田によるレファレンスサービスの発展段階

・実態調査が語るもの

３．現状と課題

・デジタル化の影響

直接サービスの変貌

間接サービスへの影響

・NIIの影響

・大綱化・改革の中で

４．今後に向けて

・レファレンスサービスの位置づけ

・直接サービスの再編成

・間接サービスの重要性
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1988 戸田愼一，長澤雅男「大規模大学中央館における参考業務の実態：昭和62年度調査」『東

京大学教育学部紀要』no.28, p.211-232

1989 戸田愼一，長澤雅男，海野敏「中規模大学図書館における参考業務の実態：1988年度調

査」『東京大学教育学部紀要』no.29, p.121-145

1993 阪田蓉子「わが国の大学図書館におけるレファレンス・サービスの発展」『現代レファ

レンス・サービスの諸相』三浦逸雄，朝比奈大作編 日外アソシエーツ, p.105-130

2000 池谷のぞみ他『大学図書館におけるレファレンスサービスの実態：1999年調査』東洋大

学社会学研究所, 102p



1933(昭和８) 東京帝大、学生援助のための案内係を置くとの報告
1944(昭和19) 京都帝大に文献調査掛

1951(昭和26)
1952(昭和27) 慶應義塾図書館にレファレンスルーム開室
1953(昭和28) 国立大学図書館改善要項
1954(昭和29) 国際基督教大学にレファレンスルーム開室
1955(昭和30) 私立大学図書館協会東地区部会に閲覧・参考分科会発足

早稲田大学に読書相談室および参考室開室
1956(昭和31) 私立大学図書館改善要項
1961(昭和36) 東京大学附属図書館改善計画案

公立大学図書館改善要項
1964(昭和39) 大学図書館職員講習会
1966(昭和41) 『大学図書館実態調査結果報告』刊行開始
1970(昭和45)

1973(昭和48) 「学術振興に関する当面の基本的な政策について」（学術審議会第三次答申）
1979(昭和54) 図書館情報大学開学
1980(昭和55) 「今後における学術情報システムの在り方について」（学術審議会答申）
1986(昭和61) 学術情報センター設置
1988(昭和63) 国立大学図書館の事務部課名変更

1991(平成３) 大学設置基準一部改正（大綱化）
1994(平成６) Netscape Navigator発売
1995(平成７) Windows95発売
1996(平成８) 「大学図書館における電子図書館的機能の充実・強化について」（学術審議会建議）

1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2003
国立大学 70.3 76.0 74.0 79.4 88.7 86.8 89.8 91.6 95.3
公立大学 37.8 45.5 46.0 68.5 81.0 74.6 80.8 71.6 80.7
私立大学 43.0 38.4 47.3 65.9 81.4 78.2 79.3 75.9 81.7

全体 48.4 46.3 56.9 70.9 83.8 80.5 82.3 79.3 84.7

1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2003
国立大学 4,828 7,050 3,082 2,543 2,421 3,079 4,469 3,614 3,014
公立大学 3,483 1,054 592 789 950 1,217 2,138 1,709 1,741
私立大学 3,599 1,771 1,229 1,041 1,284 1,170 1,767 1,757 1,544

全体 3,979 3,383 2,069 1,621 1,670 1,780 2,594 2,264 1,936

出典：『大学図書館実態調査結果報告 昭和41年度- 』文部省大学学術局情報図書館課, 1968-

出典：『大学図書館実態調査結果報告 昭和41年度- 』文部省大学学術局情報図書館課, 1968-

表１ レファレンスサービス実施率の変化

表２ １館平均サービス件数の変化

関連年表

日本図書館学校(慶應義塾大学)でチェイニー氏によるレファレンスサービスの講義

「大学の研究・教育に対する図書館の在り方とその改革について」（国立大学協会第一次報告）

注：1970年度の数値は発表者が算出



1991 1994 1995 1996 1997 2000 2001 2002 2003 2004

ブラウン N.A. N.A. 68,765 82,180 81,293 54,963 58,729 54,032 44,383 35,644

コロンビア N.A. N.A. 154,429 154,167 128,733 125,633 234,882 251,330 199,022 211,309

コーネル N.A. N.A. 238,941 195,014 192,909 133,774 133,679 128,005 127,360 110,122

ペンシルベニア N.A. N.A. 391,332 374,480 402,910 272,267 286,573 271,808 220,173 220,367

イェール N.A. N.A. 358,164 421,612 310,901 159,366 136,598 133,045 113,360 103,169

ラトガース N.A. N.A. 324,104 252,599 352,057 160,285 135,255 149,606 145,194 122,443

ミシガン N.A. N.A. 322,654 293,922 253,495 221,597 204,310 218,066 182,649 197,385

インディアナ N.A. N.A. 643,240 490,890 488,631 496,808 469,820 446,836 308,360 280,436

バークレイ N.A. N.A. 218,723 210,050 204,664 196,817 174,767 136,053 159,294 171,624

スタンフォード N.A. N.A. 297,134 180,756 165,505 108,240 119,190 112,343 N.A. N.A.

MIT N.A. N.A. 110,343 107,121 101,982 66,112 70,198 64,282 61,008 53,338

ジョージア工科大 N.A. N.A. 124,092 130,584 93,849 52,515 48,478 41,705 38,515 14,031

バージニア工科大 N.A. N.A. 104,815 141,597 113,401 42,964 35,518 26,590 28,306 26,971

メジアン 133,022 153,607 151,878 157,563 158,294 117,027 105,087 100,656 96,228 87,896

インターネッ
ト 関連の
出来事

CD-ROM＋
オンライ
ン検索

サービス

Netscape
Navigator

登場

Windows
95発売

実数 ％

Web 1,014 71.2
図書館 298 20.9
先生・友人 40 2.8
会社の情報源 14 1.0
自己所有情報源 59 4.1

合計 1,425 100.0

2006.9.26 tamaran

ARL加盟大学におけるレファレンス処理件数の推移

注：ダートマス、ハーバード、プリンストンはデータがないため除外

州立大等

アイビー・リーグ校

ARL全体

出典：ARL Statistics. Interactive Edition. [http://fisher.lib.virginia.edu/arl/index.html](最終アクセス2006.9.24）

1991～1994については、全体のメジアンのみ公表されている。

表４ 利用者が好む情報源

http://fisher.lib.virginia.edu/arl/index.html


展望と大学図書館
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私立大学図書館協会東地区部会研究部研修資料

明治大学文学部 齋 藤泰則
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1■)高等教育を巡る状況の変化

|■18歳人回の減少 → 入学定員

1  未 充足の私立大学が約3割

→ 大学経営戦略の見直し

大学改革と競争的環境
→ 文部科学省による助成対象

の選別

私立大学入学定員未充足率の推移
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18歳 人 口の減 少 =少 子 化

新卒者教育機関からの脱皮 → 生涯教育機関

特色ある大学教育への図書館の貢献

教育方法の見直し → e‐lea「ningの導入など

デジタル環境における大学教育に対応した図書館サービス

デジタルレファレンスサービスの導入

1-2)Webサ ービスの発展

口Webl.0か らWeb2.0ヘ

集合知、f o l k s o n o m y、S N S

■Wik i p e d i a
l   巨 大な百科事典の形成

|■大学図書館へのGoo91eの参入

1   図 書館蔵書のデジタル化

Web2.0の 特徴

11)サービス提供者であること。

12)データツースをコントロールすること。
13)ユーザの無意識の参加を促すこと/

十 集 合知を利用すること。       |

ユーザによるデータの生成・蓄積・分 |

類・評価

回ングテールを理解する。14)

ロー‐t』■■日躍閣圏圏醒醸轟轟轟餡郷塾難,チ11111■■|

集合知としてのWeb情 報源

―■Folksonomy、social ta99ing             l

l 学 問分類に依拠したtaxonomyとは異なり、
| ユ ーザの主観により、コンテンツにタグという

メタデータを付与
■SNS(sociai networking service)

インターネットを通じたコミュニティ形成型
サービス

Technorati, HatenaiiBookmark

Web2.0技 術の応用例

「SiMiLE」とはSemantic interoperability of     i

Metadata and information in unLike           l

Environmentsの略)。            |

このプロジェクトは、W3C、 M IT Libraries、M lT  I

CSAILの 共同研究で、The Andrew W,Me1lon  ‐

Foundationの支援の下に複数のプロジェクトが進

められており、「Timeline」はその1つ。      |

出典iCNET」apan “想像力を刺激する「時間軸」をめぐる試み
"

Web上 の質問回答コミュニティサービス

1 質 問総数 200万件以上、平均回答数 35件 、満足率 88%
1  利 用者の方々からの「質問」と「回答」を通し、世の中のあらゆる問題の解決と、

人と人の相互協力のリレーション作りを目指すQ&Aサ イト。
i教えて l Goo

謁手名共戦曜緊だ絡習旨登謝 。
州制質問と円回答をやり

解決された疑間はサイト上に蓄積。

1表 電熱 秘品活古新 堺戦 労
の専門家的ゆた引こ投げ、答

1鑑ぷ 鶴 ル 海:ず|



百科事典 Wittpedia

卜輔 繍 号ぞ哲ぺ 講、雛 十
籍嗣 靴

嘱 誰 作成 日精 吾胴 主猟万項臥 英
|

1鋼襲平暇髄劇ぴ軽輪‐
|口問題点:

載雛晏婚鞣昆雛願灘鑓堰曹慇!|

Goo91eの図書館プロジェクト提携図書館

輌雨面覇ty ttf O莉ifo而京
~~  ~~~~~  ~~― 可

1 銚執写需靴盟賂 ン掌)壕β花理糖縮摺磐搬
十

可能にする計画

I Harvard university                          l

l蝸 v e r封町 前 M t t g a n         ‐

The New York Public Library                     l

1 0xford university                               l

レファレンスサービスとの差別化 ?

集合知に基づく新たな情報源の登場

Wiklpedia、 OKWave、 教えて !Goo

クイックレファレシスのツールになりうる?

騒
図書館のレフアレンスサービスとの

差別化を図れるのか???

1‐3)質 問回答文化の醸成

|=WettPRq面 酌 ミユニティサービ大 ~ ~:~~~ 子
|        十                    1

1 ソーシャルネットワークイングサービス     |   |
十                1

【、 wikipedia &Google図書館プロジェクト 十

見知らぬ他者に質問し、回答を得る        |
見知らぬ他者から質問を受け、回答を提供する

日本社会における質問・回答文化の醸成?

母                         十
図書館のレファレンスサービスヘの認識につながるか?? |

■―.こ』日日日日ロロロ閣目日閣圏閣騒圏覇圏醸鶴霞餡縁課鮮君i:ぷ彰::|:|1lillll■‐■

Goo91eの戦略と大学図書館

6bbも1め函記爾直覆万
~~~~~―

下
|プロジェクトの目標 :
| □ 図書館プロジェクトの目的は、著者および出版社の著作1  権

を守りながら、より多くのユーザーを書籍、特に絶版に

な訳峯亀籍脇 単花環だれ絶提揺製晃発覇量検索
でき

|□暑製荏F勤撃墨嫌共輩醍ダを輩鞠1鋤i
l  ぃ 読著石錯繁ン

い書籍を発見しやすくなり、出版社も新し

t嶋1蹴系『話格Lょ儲陥葛盟摘鯨S/溜Fttml‐
IC。興leプック険慕

3ロデジタルレファレンスの考察

1)デジタルレファレンスの特性

12)利用者から見た情報源としての図書館

3)ライブレフアレンスの効果

4)レファレンスライブラリアンのスキル



3口1)デジタルレファレンスの特性

レフアレンスデスクモデル

質問類型 1探 索質問、調査質問     1案 内指示的質問、即答質問

相互協 力 1協 同デジタルうフチレンス

~~1稔

万 ララ亨ブレズ

の形態
  |〕;説け妥材笛デ_タベ_ス

‐事業( N D L】

十!税罪騨嬰路がに開惜論 としての
図書館と図書館員

11)利用者を取り巻く情報環境の多様性(図1)
出奥:Abe s,E“nforma8on seekers'pe「specHve of brattes and i b「anans"

I     Advances in Lib「attansh P,28,p151170〔2004)

12)図書館は情報源の一つに過ぎない。(図2)        |
出典 i  C d  e 9 e  s t u d e n t s i  p e r c e p H o , s  O f  b r a H e s  a n d  n f o r m a 3 o n  r e s o u r c e s  i

1 3 )検 索 エ ン ジ ン ヘ の 依 存 度 が 高 い 。(図 3)          |

1    出 典 : IЫd , p l  l l

14)図書館員による支援への期待(図4)
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3-3)ライブレファレンスの言平価

1鴫臨続褻覇勲璽悪惑諒善両要ど
関する調査(2004年2月実施)

1結果:
|  □利便性への評価が高い。(図7)

口仕事・学業に関わる質問が半分を占める。(図0,9)

□回答の完全性、回答提供の速さ、図書館員への有用性、ソフトの使い

やすさ、に対する各評価が極めて高い。(図10)

出奥:Luo,L and Pomerantz,」
コEvaluaMon oF a chatreference se「v ces from

http:〃WWw WeblunCtOn Org′dO′DisplayContent?ld=12461      1

|
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3口4)レファレンスライブラリアンの
スキルとデジタルレファレンス

調査 概 要 !

□RUSA Guideいnes fo「Behavio「al Perfo「mance oF「eference and

i   hfO「 matbn servにe provdersで提示されたレファレンスインタ
|   ビ ュー時のレファレンスライブラリアンに求められる行動・態度等と

|   デ ジタルレファレンスの成功との関係について分析。

ぽ

毛
喚 瑠 柵 牌

巾 晦 囃 卵 帥

|  □ ほぼすべての項目にわたり、各項目が観察されたレファレンス事例
において、サービスの成功が認められた。(図12)

出典i K w o n , N " A s s e s t t n g  v「t u創「e f e r e n c e  s u c c e s s  u t t n 9

1       2004 RUSA benaviOra gu deinesト

l       httpヤ/WWW webjuncMon o「g/do/D sp ayContent?d‐12534

口‐‐調■■田騒隠麗醸醸綴え雛発装範第新十■|■■|‐‐|

RUSAの レファレンスライブラリアンの行動類型

!行動類型     内 容

1利用しやすさ   1図 書館員の歓待

‐(apprOachability) HPの開放性

興味・関心をもつて臨む

インタビューによる要求の把握

‐■‐‐|」||1日日圏盟圏圏醸醒翻醒轟寵醸寵霧錫鞘器:常新:::モfl:||十11111

4ロデジタルレファレンスの再定義

IWebサ ービスとの差別化をどう図るか

11)文献という情報源のもつ特性に基礎をおいた情報
サービスヘの特化

12)クイックレファレンスから              |

|      リ
サーチヨンサルテーションヘの展開

  |

13)情報と利用者との仲介者機能から
“
教育・学習支援専門職

"へ
     |



盟 粥,

文献情報の特性に基づくサービス

図書館サービスとWebサ ービスとの根本的な

差異とは

→ コンテンツの信頼性・妥当性を保証

する情報源に依拠したサービス

Criteria for Selection of MARS Best

リサーチヨンサルテーションの本格 的導 入ヘ

!リサーチコンサ ルテーション

研究調査B学習支援機能

十   ク イツクレファレンスとは区丹叫

I  University of Michigan University Library

R o S c a r c h  c。■呈u i t a t i Q t t P t t g r a m

Univers:ty of Chicagp Library

口il                    霧 :::彰荘子Ⅲ::|||||||||

仲介者機能から

学習口調査研究支援機能への転換

|■レフアレンスライブラリアンの従来の位置づけ

1 利 用者の情報要求と情報源との仲介機能

|  → 仲介機能自体はWebサ ービスに !

|・学習・研究調査支援専門職への展開

1仲 介機能を通じて実現すべき支援機能

|  → 学習・研究調査支援機能の発揮。

日Webサ ~ビ スの技術・資源を取り入れた

学習口研究調査支援としてのレフアレンスサービス



私立大学図書館協会東地区部会研究部
2006年度第1回研作会 (2006926)

記録する。使う・伝える
一レファレンス協同データベースの試み―

httpi〃crdindl,9o`jp/

国立国会図書館関西館事業部

図書館協力課 山元 真樹子 1

0こ の事業の位置付け

私立大学図書館協会東地区協議会

1東京都立図書館 じらべま専科

専門 1江 戸東京博物館図書室 レフアレンス事例集

(1)事 業の目的

レファレンス協同データベース事業とは:

参加館が作成したレフアレンスに関するデータを、データベース化してインター

ネットで提供し、図書館のレファレシス業務と利用者の調査研究を支援する。

1事 業の概要

(1)目 的

(2)デ
ータベースの内容

(3)経 緯

(4)現 状

読

(2)デ ータベースの内容

リ レファレンス事例データ

参加館で行われたレファレンスサービスの記録

岡 調べ方マニュアルデータ

特定のテーマやトピックに関する情報源の探索方法を
説明した情報

日 特別コレクションデータ

個人文庫や貴重書など、参加館が所蔵する特殊なコレ

クションに関する情報

敵争加館プロファイルデータ
レファレンス協同データベース事業の参加館に関する情報

(3)事 業の現状

① 参加館数  428館 (2006年7月末現在)

田 公共図書館 二281館

都道府県立図書館   54館

政令指定都市立図書館 16館
   本 -   8% 1%

市区町村立図書館  211館

鹸 学 図 書 館 :108館

目立大学図書館    39館

公立大学図書館    8館

私立大学図書館    61館

'~専 門図書館、その他 :35館

L国 立国会図書館、支部図書館 :4館



(3)事 業の現状

② 館種別データ登録件数

合計22,423件 (2006年7月末現在)

7~t種 日                専 同、その他 1 目 立国会 合計

レファレンス事視  1  17 711 117961     702

調べ方マニュアル 1     73

特周コレクション  1    1871    291     21    151   233

6略   8qb  4%

(3)事 業の現状

③ 公開レベル別データ登録件数

データごとに、どの段階まで公開するか、公開レベルの設定が可能

田~号
翁犀舶 1選舞

件公開レベルの際
きるレベル

                  186%

圏 争加館公開レベル 7.140件

事業参加館のみが照会できるレ

Ell自館のみ参照レベル 4,161件      (2006年 7月末現在)

当骸データを登録した参加館か
らのみ照会できるレベル(非公開)

(3)事 業の現状

④ データ種別別登録数の推移

データ総数 2004年 4月 :約 37°°°件
2006年7月 !  22,4234牛

平成16年4月 (データベース提供開始)～平成18年7月

(3)事 業の現状

⑤ データベースの利用状況

詳細表示件数の推移 (全館合計)

平成16年4月(データベース提供開始)～平成lR年7月

側
剛
脚
側
剛
剛
ｍ
　
　
　
　
　
ｉ
十

」
ト

に
０

」
い

」
す

」
Φ

Щ
『

∝
一
■
貿
ち
へ

旺

へ
一

眠

一
一

Щ

ｏ
一

に

ｏ

旺

∞

」

ト

に

ｏ

頃

い

に

す

に

ф

旺

中

旺

一
貯

ゆ
ｏ
ｃ
『

∝

仰
一

旺

一
一

」

０
一

氏

０

」

∞

眠

ト

Щ

ｃ

旺

い

」

寺

寸

す
０
つ
ヽ

(4)事 業の経緯

① 実験事業時代

システム基本設計開始
12H国 内アンケート調査

12月 関係機関説明会

li丹密押鋪青鏑套
議

怪約醐舗
13月 第2回参加鯨会議

17月 第1回有説者ヒアリング

|1巾

却 躙

12房 争加館フォーラム

円
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・夕数‐万件突破
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算

仙

デ

'た|システム開発開始

デ■夕ベース字加館公開

刊却般

(4)事 業の経緯

② 本格事業時代

レラナレンネ協同

10月 ガイドライン策定
部機能改体      1第 1回システム研は会

■ス■母公開
    1月 ガイドライン(冊子体)

i   刊
行

機能改作     2月 第2回参加館フォーラム

6月 |ガイドライン日本図書館

1協会より発売

7月 1第 l回企画協力員会議

電子図書館課から図書

館協力課へ事業移管

争加館追加募集(38館)

響釧 夕 が



(1)利 用者別利用範囲

参加鯨利用者 一般利用者

データ検索機能 〇 ○

データ間覧機能 〇 ○

〒―夕登録機能 ○

データ更新増1除機能 〇

争加館支援機能 O

デ

■

夕
一

一般公開データ ○ O

参加館公開データ ○

自館のみ参照データ 〇 ※

2レ ファレンス協同データベース・システム

(1)利 用者別利用範囲

(2)検索機能

(3)デ
ータ登録・更新機能

(4)相互協力のための付帯機能

(2)検 索機能 (参加館、一般共通)

① 簡易検燕
4種 類のデータを一度に検索

各データベースの主な項目を一括検索

② 詳細検索

各データベース別に項目を指定し

て検索

And、 o「検索,絞込み検索が可能

③ ブラウジング

画面からカテゴリ等を選択することで

データが検索可能

分類(NDC)・地名・人名

検索される言葉

検索される事例

i お すすめ事例

(3)デ ータの登録・更新機能 (参加館のみ)   !

◆ウェブフォーム

'リアルタイム
・回―カル情報入力不可

◆ 入 力 用 ワー
クシー ト

】登録の翌日システムに反映

"ローカル項 目記述可能

・Excelを使用

十◆自館のシステム

・図書館パッケージシステム

・Accessなど

(3)デ ータの登録・更新機能 (参加館のみ)

入力用ワークシート

(4)相 互協力のための付帯機能 (参加館のみ)

①コメント機能

データの品質を向上させるために、参加館間でコメント(情寺R
や意見)を交換する機能

レファレンス事例、調べ方マニュアルデータのみ対象

②掲示板機能

参加館職員のコミュニケーションツール

③未解決レファレンス事例の電子メール配信機能

未解決レファレンス事例に関する相互支援のため、当該デー

タの公開情報を、電子メールで希望者に配信する機能

NDCを 指定可能



記録する。使う口伝 える

(1)記 録する

(2)使 う

(3)伝 える

(1)記 録する

① 標準フォーマット(続き)

特別コレクションデータ・フォーマット      ◆ 加鯨ブロファイルデータ フオーマット

爾 師前 ' 司

(2)使 う

利用者別レファレンス協同データベースの活用

(1)記 録する

① 標準フォーマット
システムにデータを登録する際のデータ・フォーマットであるとともに、国立国

会図書館が、データを図書館間で交換するための標準的な記述要素として提案
するもの

レファレンス事例データ。フォーマット

1ロ キーワード

|■ 売池未完成

3畳畳ミ岳日時|

(1)記 録する

② 活用性の高いデータとはどのようなものか

条件1検 素できること     条 件2実 際に読んで役立つこと

,用 語 (全文、キーワード)で検案   '回 答になる

,主 題 (NDC)で 検索        レ 調べ方の過程が分かる

>登 録番号などで検察        'レ ファレンスツールが分かる

,質 問者区分を工夫する       '雑 学になる

_―‐十トェ

標準フォ‐マウトに従つて入力する

(1)記 録する

③ ガイドライン

「レフアレンス協同データベース事業データ作成,公開に関するガイドライン」
httpt′′crd ndi go lpapttib「ary/gudoine html(平成17年10月14日策定)

第1章 ガイドラインの趣旨を理解するために
→参加館の認識を共通のものにする

第2章 レファレンス協同データベースの概要を知るために
→データベースの構造とデータの用途

第3章 データを作成するために
→データ作成の標準化と効率化

第4章 データを公開するために

→データ公開の条件

第5章 データの質をさらに高めるために

|  |        → 質を高めるポイント、コメント機能の活用         23



(2)使 う

◆ レファレンスサービスに従事する図書鯨員の共通基盤

図書館員イ国人が経験できるレファレンス質問は、少なく、そして、

偏っている。共通の基盤が必要である。
          li商 訪義蓬

|

/  個 人が経験できるレファレンス質問
= 1 0 0 件 ( 7 )～ 1 , 0 0 0件 ( ? ) /年 一 一 → も

観なの糸口

  |
H rエャ ぃ ア 1 - _ ,ヽ → 音 蜘      .  4      1

i 共 有されているレファレンス事伊1

＼＼昭&陥舌裕煙
デ~タベ~ス鞠

(2)使 う

」け
」

◆ レフアレンスサービスのPDCAサ イクル

これからのレファレンス協同データベース

(1)平成18年度の活動

(2)私立大学図書舘への期待

(3)伝 える

◆自館のデータでレファレンスサービスを伝える

,職 員に伝える

,設 置母体に伝える

″ 利用者に伝える

◆データベース全体でレファレンスサービスを伝える

,他 の図書館に伝える

,国 民に伝える

(1)平 成18年 度の活動

◆

◆

◆

◆

◆

◆

企画協力員の設置

データベースの充実

『調べ方マニュアル集(仮)』刊行

相互支援の強化

コメント機能活用の促進

研棒利用の促進

リプレイスに向けての検討

システム研修会、参加館フォーラムの開催

(2)私 立大学図書館への期待

レ5才 レン哀情 報瀬として利 用

十 ~‐

千

~可

未参加館 1事業への参加          |

|データの登録

参加館

一 一 一 ― ― 一 一 ― ― ― ― ― 一 ― 一 ヽ 一 ― ― ― ― 一 一 一

 l

l専門資料とノウハウを用いた情報提供

|よりよいシステムにするための提案

ザヽ高き よろしくお願いいたします。



私 立 大 学 図 書 館 協 会

東 地 区 部 会 研 究 部

2006 年度第 1 回研修会

平成 18 年 9 月 26 日

記録する・使う・伝える

－レファレンス協同データベースの試み－

配布資料

◆レファレンス協同データベース事業 私立大学参加館

お問合わせ：国立国会図書館関西館 事業部図書館協力課 協力ネットワーク係

E-Mail：info-crd@ndl.go.jp Tel：0774-98-1475

都道府県 参加館名 都道府県 参加館名

北海道 札幌大学図書館 岐阜県 岐阜聖徳学園大学羽島キャンパス図書館

埼玉県 文教大学越谷図書館 愛知県 愛知淑徳大学図書館

東京都 青山学院大学図書館 愛知大学名古屋図書館

桜美林大学図書館 中部大学附属三浦記念図書館

嘉悦大学図書館 豊田工業大学総合情報センター

学習院大学図書館 名城大学附属図書館

国立音楽大学附属図書館 京都府 京都精華大学情報館

慶應義塾大学信濃町メディアセンター 同志社大学総合情報センター

慶應義塾大学三田メディアセンター 立命館大学図書館

国際基督教大学図書館 大阪府 大阪工業大学図書館

国士舘大学附属図書館 大阪国際大学総合メディアセンター

上智大学図書館 関西大学図書館

昭和女子大学図書館 近畿大学中央図書館

成蹊大学図書館 摂南大学図書館

拓殖大学八王子図書館 梅花女子大学図書館

拓殖大学茗荷谷図書館 プール学院大学図書館

多摩大学メディア＆インフォメーション・センター図書館 平安女学院大学情報メディアセンター

東京工科大学図書館 桃山学院大学附属図書館

桐朋学園大学音楽学部附属図書館 兵庫県 関西学院大学図書館

東邦大学医学メディアセンター 甲南女子大学図書館

文化女子大学図書館 神戸女子大学図書館

法政大学図書館 兵庫医科大学付属図書館

武蔵大学図書館研究情報センター 武庫川女子大学附属図書館

明治学院大学図書館 岡山県 岡山理科大学図書館

明治大学図書館 広島県 広島経済大学図書館

早稲田大学図書館 広島女学院大学図書館

神奈川県 慶應義塾大学湘南藤沢メディアセンター 安田女子大学図書館

慶應義塾大学理工学メディアセンター 福岡県 九州産業大学図書館

湘南短期大学図書館 沖縄県 沖縄国際大学図書館

鶴見大学図書館

東洋英和女学院大学図書館

横浜商科大学図書館

mailto:info-crd@ndl.go.jp


1 レファレンス協同データベース データ・サンプル

（1）レファレンス事例データ・サンプル

管理番号 今出川-2005-1

公開レベル 一般公開

中核的な項目

質問 乃木希典の家紋を知りたい。

回答 千鹿野茂著『探訪江戸明治名士の墓』（新人物往来社、1993）に乃木希典の墓（都立青

山霊園）の調査があり、「家紋、持ち合い四つ井筒」とあり。家紋名が確定できたので、同

著『日本家紋総鑑』（角川書店、1993）にて、家紋の意匠を確認した。

事前調査事項 質問者が日本語による乃木希典の伝記類を事前に調査

回答プロセス 家紋が知りたい理由は、質問者が米国の大学教員であり、「日本人の殉死思想と死生

観」というテーマの博士論文を大学出版局から刊行するにあたり、本文頁に転載したいと

いうものであった。目的は、学術書への家紋転載であるため、ヴァリアントの多い家紋のな

かでも極力正確を期す方針をとった。

１ . 乃 木 神 社 の ホ ー ム ペ ー ジ を 検 索 す る と 関 連 画 像 ① の 家 紋 を 確 認

(http://www.nogijinja.or.jp/ 最終確認 2005/07/27)。しかし、デフォルメされている疑

いあり。

2. 『日本の参考図書』第４版（日本図書館協会、2002）を参照し、家紋関連の参考図書

として、千鹿野茂著『日本家紋総鑑』（角川書店、1993）が存在することを確認する。

3. 千鹿野茂著『日本家紋総鑑』にて、乃木神社ホームページの家紋を探すも合致する

家紋がみあたらない。基本的に検索は「家紋名」からになっており、家紋意匠の「形」から

検索するのはかなり難しい。

4. 乃木の家紋名を調査するには伝記的記述を参照しておく必要があるため、データベ

ース「人物レファレンス事典」（日外アソシエーツ）を検索して、各種人物情報事典を点検

するが見当たらない。また自館 OPAC で所蔵する乃木の伝記を参照するもやはり言及が

ない。

5. 視点を変え、どのような「家紋の探し方」があるか知るため、同著者執筆の他の資料を

インターネット上で NACSIS Webcat 及び雑誌記事索引を検索し、いくつかヒットする資料

を参照する。

6. その結果、同著『探訪江戸明治名士の墓』（新人物往来者、1993）があることがわか

り、墓から家紋にアプローチすることにする。同書内に、乃木希典の墓（都立青山霊園）

の項目があり、「家紋、持ち合い四つ井筒」と報告あり。

7. ３の『日本家紋総鑑』に戻り、「井筒」の項を参照すると家紋群のなかに「四つ持ち合

い井筒」の意匠（関連画像②）があり、この紋の意匠が乃木の墓（都立青山霊園）から取

ったものであるとの記述がある。

８． 念のため、乃木神社にホームページの家紋の由来を問い合わせる。同神社・権禰

宜の文書での回答をみると、乃木の甥にあたる方が調べた「祖先」の乃木玉木家の定紋

（関連画像③）に、丸枠を神社側で付加した意匠であることが判明した。

http://www.nogijinja.or.jp/
http://www.nogijinja.or.jp/%E6%9C%80%E7%B5%82%E7%A2%BA%E8%AA%8D2005/07/27


照会先 東京・乃木神社 〒107-0052 東京都港区赤坂 8-11-27

電話：03-3478-3001 FAX：03-3478-3005

URL:http://www.nogijinja.or.jp/ (last access 2005/07/27)

千鹿野茂著『日本家紋総鑑』 角川書店, 1993

千鹿野茂著『探訪江戸明治名士の墓』 新人物往来社,1993

千鹿野茂著『都道府県別姓氏家紋』 柏書房, 2004

参考資料

沼田頼輔著『綱要日本紋章學』 明治書院, 1928

付加的な情報

調査種別 事実調査

事例作成日 ２００５年７月２７日

解決/未解決 解決

キーワード 乃木希典 家紋

NDC 9 版 280

内容種別 人物

質問者区分 米国大学教授

備考 この質問の受付回答の経緯は、京都新聞「なるほど図書館活用

講座」（2005/8/3 朝刊）に掲載している。また、データの公開に

ついては、本人の了承を得ている。

乃木神社ホ

ームページ

の家紋

神社側で乃木玉木家の家

紋に○枠を付加して、改変

したもの

乃木希典の

墓の家紋

『日本家紋総鑑』で報告され

ている「持ち合い四つ井筒」

（都立青山霊園・乃木希典の

墓より採取）

関連画像

乃木玉木家

の家紋

乃木の甥にあたる方が調査し

た祖先の乃木玉木家の家紋。

調査した記録の写しが乃木神

社にある。この家紋に○枠を

つけて、乃木神社のホームペ

ージの家紋意匠にしている。

# データ品質向上へのポイント！（こんなことを意識してみよう） #

レファレンス事例データには、レファレンスサービスの情報源としての利用や、レファレンスサービ

スの PR としての利用など、様々な用途があります。特に参加館において、質が高いと判断したデー

タや、公開することによってレファレンスサービスのアピールになると判断したデータは、定期的に

点検し、必要に応じて改善しましょう。

実際に PR に使用した場合には、それに関する情報を掲載することも有効です。

参考 ⇒ ガイドライン 2.2「レファレンス協同データベースには、どのような用途があるか」

ガイドライン５.１.１「レファレンス事例の質を高めるポイントは何か」

画像を探すことが

目的の事実調査で

あるため、提供し

た画像を添付し

て、提供したサー

ビスをより的確に

反映したデータ作

りをしています。

データの記載内容

により質問者が特

定される可能性が

あります。この場

合には、公開につ

いて、質問者本人

の同意を得ておく

ことも有効な手立

てです。なお、同

意を得て公開した

場合には、その旨

を「備考」に記す

ことが望まれま

す。

特に、プライバシ

ーへの配慮を有す

る場合には、注意

が必要です。

http://www.nogijinja.or.jp/


（2）調べ方マニュアルデータ・サンプル

管理番号 101063

公開レベル 一般公開

中核的な情報

調査テーマ 県史・市町村史（地方公共団体が編集･刊行したもの）

調べ方 〔当館の所蔵を調べるには〕

●NDL-OPAC で検索する場合

（1)戦後に受入・刊行されたもの

都道府県史の場合、［件名：都道府県名（ex.北海道） 歴史（レキシ）］から、市町村史の場合、

［件名：○○市（シ）、○○町（マチ）、○○村（ムラ）］から検索できます。

（2)戦前に受入されたもの

件名がついていないので、書名キーワードに都道府県・市町村名などを入力して検索します。

見当たらない場合は、語尾の町・村などをはずして入力してみて下さい。あるいは、下記(1)～(8)

のような書誌・文献目録で書誌事項を確認してから検索します。

●目録カードで検索する場合

書名・著者名（○○市など）・件名（都道府県、市町村名）から検索できます。郡史（誌）は、頭

にその府県名を付している傾向が見られるので、検索する場合には注意が必要です。（特に戦

前のもの）

戦前に刊行されたものでも、主要なものは戦後刊行の収書中にあります。また複製版が刊行さ

れている可能性もあるので、戦後のカードあるいは NDL-OPAC も検索してみてください。

〔刊行の有無や、書誌事項を確認するには〕

人文総合情報室に開架されている以下の文献目録をごらんください。

(1)『地方史文献総合目録』（上・下巻、索引 1970-75 〈GB1-6〉）

明治～昭和45年に刊行のものを収録しています。所蔵機関も記載していますが、「国会」の印

があっても必ず当館の蔵書目録で所蔵を確認してください。

(2)『全国市町村史刊行総覧』（1989 〈GB1-E13〉）

昭和 20 年～63 年 3 月刊行の自治体編集・発行分のみ収録しています。

以下のような資料もご利用できます。

(3)『新版地方史研究必携』（1985 〈GB34-20〉）

pp.479-482「地方誌史目録」のうち、「(2)都道府県史刊行一覧」（明治～昭和 58.3 刊分）

(4)『角川日本地名大辞典』（1978-90 〈GB11-38〉） 各巻巻末「参考図書目録」

(5)『日本歴史地名大系』（1979- 〈GB11-44〉） 各巻の「文献解題」

(6)『日本史総覧 VI 近代・現代』（1984 〈GB8-122〉）

pp.435-461「明治以降都道府県郡市区史誌目録」

(7)『藩史大事典 第 8 巻』（1990 〈GB8-E9〉） 「史料・文献総覧」

(8)『地域研究・郷土資料図書目録』（1997 〈GB1-G36〉）

明治～1997.4 までに刊行されたものを収録。

史誌だけでなく、郷土研究に関する文献を幅広く収載しています。

その他、人文総合情報室に開架してある地方史（誌）目録や、各県の百科事典などもご利用に

なれます。



付加的な情報

調べ方作成日 2002/07/19

NDC の版 9 版

NDC 210（日本史）

都道府県-歴史キーワード

市町村-歴史

完成/未完成 完成

参考資料

備考 http://www.ndl.go.jp/jp/data/theme/theme_honbun_101063.html

# データ品質向上へのポイント！ #

レファレンス事例データが、利用者の個別の情報ニーズに応じて提供されたサービスの記録であるのに

対し、調べ方マニュアルデータは、特定の利用者グループのために編集した付加価値の高い情報です。デ

ータの作成にあたっては、「何について」、「誰のために」作成されるのかを意識し、より質の高い情報を提供

する必要があります。

複数の担当者で確認し、正確な内容、適切な表記をするように務めるとともに、定期的に点検し、必要に

応じて、情報を更新していくことが望まれます。

参考 ⇒ ガイドライン 2.2.2「調べ方マニュアルデータには、どのような用途あるか」

ガイドライン 5.1.2「調べ方マニュアルデータの質を高めるためのポイントは何か」

調 べ方 マ ニ ュア

ルデータは、質の

保 持へ の 努 力が

必 要な デ ー タで

す。「調べ方作成

日 」を 必 ず 記入

し、一定の時間が

経 過し た デ ータ

については、情報

源 の再 確 認 をす

る 必要 が あ りま

す。

調べ方マニュアルデータは、参加館それぞれの刊行物やホームページで公開

していることが多くあります。このような場合には、それらの情報の掲載場

所を、「備考」に掲載することが望まれます。

http://www.ndl.go.jp/jp/data/theme/theme_honbun_101063.html


（３）特別コレクションデータ・サンプル

公開レベル 一般公開

中核的なデータ

コレクション名 田中稲城文書（竹林文庫内）

コレクション名ヨ

ミ

タナカイナキモンジョ（タケバヤシブンコナイ）

内容 初代帝国図書館長・初代日本文庫協会（現・日本図書館協会）会長を務めた田中

稲城の記録文書群。主な内訳は、以下のとおりである。なお一部は、国立国会図書館

憲政資料室において、マイクロフィルム（1974 複製）２リールで保管されている。

１．帝国図書館設立関係の草稿・文書約 160 点

帝国図書館設立関係では「書籍館ニ就キテノ卑見」、「帝国図書館設立の議」、「帝

国図書館設立案」、「図書館新築説明書」（建築構想図面二枚付）、「開館式祝文々

辞」等、建議から館運用案に至る草稿・文書類が含まれ、国立図書館成立前史・成立

過程を伺い知る記録群となっている。また、田中稲城の著作『図書館管理法』の原稿や

履歴書もある。

２．書翰約 810 点

図書館関係・個人約 140 点、欧文約 150 点、旧岩国藩主吉川家及び郷里関係約

520 点他穂積陳重、井上哲次郎、加藤弘之、加藤高明、牧野伸顕、外山正一、狩野

亨吉等、差出人には近代日本の礎を築いた人物名が連なる。欧文書翰は、大英博物

館やハーバード大学図書館からものが多く、東京図書館長・帝国図書館長時代が中

心となる。吉川家及び郷里関係は、田中の出身地岩国の教育に関する相談事や、宮

内省からの叙位式通達、園遊会の招待状等である。

３．欧米留学関係約 20 点

「ハーバード大学図書館ニ付報告」、「ウースター図書館の記・プロヴィデンス図書館

の記」等が含まれる。欧米留学は明治二十一年（1888）、文部省より１年半に亘って図

書館に関する学術修業を命じられたもので、主な訪問先はハーバード大学図書館、米

国議会図書館、大英博物館、仏・独の国立王立図書館等となっている。

４．学生時代の講義筆記・詩文類約 140 点等

来歴 近代図書館史研究者として知られる竹林熊彦（1888-1960）が、帝国図書館の成立

過程を研究するにあたり、昭和初期に田中稲城の遺族・田中誠二氏から記録文書類

を寄せられたことに遡る。竹林はこの資料群を用いて、「田中稲城―人と業績―」（『図

書館雑誌』第 36 巻 3 号、1942）・「田中稲城著作集」（『図書館雑誌』第 36 巻 6 号・7

号・9 号、1942）、『近世日本文庫史』（大雅堂、1943）等を発表した。竹林没後の昭和

三十六年（1961）、遺族・竹林春彦氏から田中の記録文書類を同志社大学図書館に

寄贈されたことが所蔵の由来となる。ながらく未整理のままであったが、整理作業が完

了し 2005 年 4 月から公開のはこびとなった。

所蔵点数 全 1,339 点数

継続 無



付加的な情報

利用条件 １．閲覧：①所属機関（一般の方の場合は公共図書館）を通じた事

前の照会と紹介状が必要、②貴重資料扱いのため館内の指定場

所で閲覧

２．複写：プライバシー保護に抵触しない資料については、必要と

認めた場合複製コピーからの複写が可能

３．貸出不可（但し、展示会等への出品は別途相談）

目録等 『同志社大学竹林文庫 Manuscript Register』、『項目記入表』（全

10 冊：ISAD(G)準拠した資料１点ごとの内容記述）、『Finding Aids』

（全３冊：年譜・書簡差出人一覧等）

紹介文献 井上真琴・大野愛耶・熊野絢子「公開なった田中稲城文書」（『図

書館雑誌』99(3),2005,

「竹林文庫の記録文書類、ついに公開」（『同志社大学総合情報

センター報』No.29､2005

URL:http://www.doshisha.ac.jp/gakujo/center/pdf/cent29.pdf

［最終確認 2005/07/28］）

「田中稲城」（『近現代日本人物史料情報辞典』補遺版、吉川弘文

館、2005 年 11 月刊行予定）

備考 田中稲城文書の所有者及び管理者は、同志社大学総合情報セン

ター

元所有者は、東京大学工学部名誉教授・田中誠之氏（東京在住）

関連画像 田中稲城肖像写真 山口県岩国市岩国徴古館

が写真のネガフィルムを所

蔵

肖像公開については遺族・

田中誠之氏の承認あり

国立国会図書館には写真

プリント・フィルムともに所蔵

がないことを確認（2005.1）

# データ品質向上へのポイント！ #

図書館が所蔵する特別コレクションは、レファレンスサービスの有力な情報源になります。利用条件なども

明記し、レファレンス情報源として十分な情報を記載するようにします。

また、データの公開により、特徴あるコレクションの存在を説明する際の資料として利用できます。紹介記

事やデジタルアーカイブがある場合には、これらの情報も明記し、コレクションの網羅的な情報を記載するよ

うにします。

参考 ⇒ ガイドライン２.２.３「特別コレクションデータには、どのような用途があるか」

画像は、コレクシ

ョンを広報する上

で、有効です。

ただし、画像の登

録にあたっては、

著作権上問題がな

いことや、転載許

諾依頼に対する対

応などを確認した

うえで登録しま

す。

冊子目録を作成

したり、デジタル

アーカイブを構

築したりしてい

る場合には、それ

らの情報を「目録

等」に記入しま

す。

本や雑誌で紹介

している場合に

は、それらの情報

を、「紹介文献」

に記入します。

利 用す る た めの

制 限 事 項 等 は 、

「利用条件」に記

入します。

http://www.doshisha.ac.jp/gakujo/center/pdf/cent29.pdf


（4）参加館プロファイルデータ・サンプル

館種 1110001

公開レベル 一般公開

中核的な情報

図書館名（正式） 国立国会図書館（National Diet Library）

図書館名(略式) 国会図書館（NDL）

図書館ヨミ コクリツコッカイトショカン

郵便番号 １００－８９２４

住所 東京都千代田区永田町１－１０－１

電話番号１ ０３（３５８１）２３３１ （代表）

電話番号２ ０３（３５０６）３３００ （音声・自動応答）

電話番号３

FAX 番号

E-Mail（管理者） *****@ndl.go.jp

E-Mail

付加的な情報

URL http://www.ndl.go.jp/

開館情報 国立国会図書館は東京本館、関西館、国際子ども図書館の３つの

館でサービスを行っています。それぞれの館についての利用時間

や休館日などは以下のサイトの「サービスポイント」でご確認下さ

い。

http://www.ndl.go.jp/

利用条件 国立国会図書館は東京本館、関西館、国際子ども図書館の３つの

館でサービスを行っています。それぞれの館についての入館資格

などは以下のサイトの「サービスポイント」でご確認下さい。

http://www.ndl.go.jp/

沿革 国立国会図書館は東京本館、関西館、国際子ども図書館の３つの

館でサービスを行っています。それぞれの館についての沿革は以

下のサイトでご確認下さい。

http://www.ndl.go.jp/

電子メールレファ

レンスを行ってい

る 場 合 に は 、

「E-Mail」に記入

します。

「開館情報」、「利

用条件」等、付加

的な情報について

自館のホームペー

ジで情報を提供し

ている場合には、

その情報が記載さ

れている URL も

記入します。

mailto:*****@ndl.go.jp
http://www.ndl.go.jp/
http://www.ndl.go.jp/
http://www.ndl.go.jp/
http://www.ndl.go.jp/


特色 国立国会図書館は東京本館、関西館、国際子ども図書館の３つの

館でサービスを行っています。それぞれの館の所蔵資料やサービ

スなどについては以下のサイトの「サービスポイント」でご確認下さ

い。

http://www.ndl.go.jp/

注意事項 ＜個人の方へ＞個人の方からの文書（電子メール、FAX,郵送）に

よるレファレンスには応じておりません。お近くの公共図書館や大

学図書館にご相談いただき、回答が得られなかった場合は、その

図書館を通じて国立国会図書館に対してレファレンスを申し込むこ

とができます。まずはお近くの図書館や所属の大学図書館にご相

談ください。

＜図書館員の方へ＞電子メールレファレンスサービスは登録制で

す（登録対象は図書館のみ）。詳細は以下のサイトの「図書館員の

ページ」＞「サービス」＞「レファレンス」でご確認ください。

http://www.ndl.go.jp/

交通アクセス 国立国会図書館は東京本館、関西館、国際子ども図書館の３つの

館でサービスを行っています。それぞれの館への交通手段につい

ては以下のサイトの「サービスポイント」でご確認下さい。

http://www.ndl.go.jp/

# データ品質向上へのポイント！ #

参加館プロファイルデータは、事業で公開しているレファレンス事例データ、調べ方マニュアルデータ及

び特別コレクションデータに関する問い合わせ先や、協力レファレンスの依頼先を参照する用途があるた

め、データの作成にあたっては、運用体制の整備を踏まえて情報を整理することが必要です。またレファレ

ンスサービスの情報源となる十分な情報を提供するため、サービスや蔵書の特徴に関する情報を整理する

ことも必要です。

参加館プロファイルデータは、レファレンス事例データ等他のデータを一件でも公開している場合には、

それに準じて公開する必要があります。館内での合意に基づき、適切な情報を提供してください。

参考 ⇒ ガイドライン２.２.4「参加館プロファイルデータには、どのような用途があるか」

サービスに関する

制限事項がある場

合には、必ず明記

します。

http://www.ndl.go.jp/
http://www.ndl.go.jp/
http://www.ndl.go.jp/


2 レファレンス協同データベース標準フォーマット
(1)レファレンス事例データ・フォーマット

No 項目名 項目内容 区分 項目の説明
簡易
検索
項目

詳細
検索
項目

1 管理番号 各参加館が独自に設定した
事例管理番号

必須 最大で全角15文字（30バイト）以内
×

○
(前方)

2 公開レベル データの公開レベル 必須 "自館のみ参照"、"参加館公開"、"一般公開"か
ら選択

△ △

3 質問 レファレンス質問の内容 必須 ○ ○

4 回答 質問者に対して回答した内
容

必須 公開レベルが"自館のみ参照"の場合は任意扱
い

○ ○

5 回答プロセス 回答のために経た調査プロ
セス

任意 「回答」の記述内容や「調査種別」等に応じて、
可能な範囲で記述

○ ○

6 事前調査事項 質問者が、事前に調べてい
た事項に関する情報

任意 資料の書誌事項や、事前に照会した機関など
○ ○

7 NDC レファレンス事例の主題分類
を示す日本十進分類法の分
類番号

任意 3桁（要目表）を基本とするが、1桁、2桁での入力
も可 ×

○
(前方)

8 NDCの版 「NDC」を付与する際使用し
た『日本十進分類法』の版

任意
× ×

9 参考資料 回答を作成するにあたって、
参考にした資料

任意 参考にしたレファレンス情報源、レファレンス資
料、レファレンスツールなど/複数登録可

○ ○

10 キーワード レファレンス事例の中心的な
内容や主要な概念を表現し
ている語

任意 フリーキーワード（件名標目等の統制語を使用し
てもよい）/複数登録可 ○ ○

11 照会先 回答の情報源として、質問
者に示した図書館外部の
人・機関

任意 複数登録可
○ ○

12 寄与者 データ作成に際し、情報提
供等をした図書館外部の人・
機関

任意 複数登録可
× ○

13 備考 自由記入欄（補足事項等） 任意 内容は公開可能なものであること ○ ○

14 事例作成日 レファレンス事例データを作
成した日付

任意 年は西暦、和暦とも可/「日」が登録されていない
ものや、表記が正しくないものは不可

× ○

15 解決/未解決 レファレンス質問が解決した
のか、未解決なのか

任意 "解決"、"未解決"から選択/質問者に対し回答
した時点で未解決であっても、事後の調査により
解決した場合は"解決"となる

× △

16 調査種別 調査の種類 任意 "文献紹介"、"事実調査"、"書誌的事項調査"、
"所蔵調査"、"所蔵機関調査"、"利用案内"、"
その他"から選択

× △

17 内容種別 レファレンス事例のジャンル 任意 "郷土"、"人物"、"言葉"、"地名"から選択、もし
くは各参加館独自の内容種別に応じての記述も
可

× △

18 質問者区分 質問者の分類 任意 "未就学児"、"小中学生"、"高校生"、"学生"、"
社会人"、"団体"、"図書館"から選択、もしくは
各参加館の分類規則に準じて記述

× △

19 登録番号 データの固有ID 自動付与 ×
○

(完全)
20 登録日時 データがシステムに登録され

た日時
自動付与

× ○

21 最終更新日時 データがシステム上で最後
に更新された日時

自動付与
× ○

22 提供館コード データを提供した参加館の
コード番号

自動付与 参加館プロファイルと関連付けされている
×

○
(完全)

23 関連画像 データに関係する画像 任意 画像形式：「PDF」「PNG」「GIF」「JPEG」「JPG」
画像サイズ：1画像あたり300Kbyteまで
画像数：1データあたり5つまで

× ×

※網掛け部分はデータの中核的な情報 ■検索項目について

○：単独検索項目 △：絞込検索項目 ×：対象外

前方一致検索の場合には（前方）、完全一致検索の場合には(完全）と

注記しています。



(2)調べ方マニュアルデータ・フォーマット

No 項目名 項目内容 区分 項目の説明
簡易
検索
項目

詳細
検索
項目

1 管理番号 各参加館が独自に設定した
事例管理番号

必須 最大で全角15文字（30バイト）以内
×

○
(前方)

2 公開レベル データの公開レベル 必須 "自館のみ参照"、"参加館公開"、"一般公開"か
ら選択

△ △

3 調査テーマ 調べ方マニュアルのタイトル 必須 ○ ○

4 調べ方 調べ方の内容 必須 ○ ○

5 NDC 調べ方マニュアルの主題分
類を示す日本十進分類法の
分類番号

任意 3桁（要目表）を基本とするが、1桁、2桁での入力
も可 ×

○
(前方)

6 NDCの版 「NDC」を付与する際使用し
た『日本十進分類法』の版

任意
× ×

7 参考資料 調べ方マニュアルを作成す
るにあたって、参考とした情
報源

任意 参考にしたレファレンス情報源、レファレンス資
料、レファレンスツールなど/複数登録可 ○ ○

8 キーワード 調べ方マニュアルの中心的
な内容や主要な概念を表現
している語

任意 フリーキーワード（件名標目等の統制語を使用し
てもよい）/複数登録可 ○ ○

9 備考 自由記入欄（補足事項） 任意 内容は公開可能なものであること ○ ○

10 調べ方作成日 参加館が調べ方マニュアル
を作成した日

任意 年は西暦、和暦とも可/「日」が登録されていない
ものや、表記が正しくないものは不可

× ○

11 完成、未完成 調べ方マニュアルが完成し
たか、未完成で現在作成中
か

任意 "完成"、"未完成"から選択
× △

12 登録番号 データの固有ID 自動付与 ×
○

(完全)
13 登録日時 データがシステムに登録され

た日時
自動付与

× ○

14 最終更新日時 データがシステム上で最後
に更新された日時

自動付与
× ○

15 提供館コード データを提供した参加館の
コード番号

自動付与 参加館プロファイルと関連付けされている
×

○
(完全)

16 関連画像 データに関する画像 任意 画像形式：「PDF」「PNG」「GIF」「JPEG」「JPG」
画像サイズ：1画像あたり300Kbyteまで
画像数：1データあたり5つまで

× ×

※網掛け部分はデータの中核的な情報 ■検索項目について

○：単独検索項目 △：絞込検索項目 ×：対象外

前方一致検索の場合には（前方）、完全一致検索の場合には(完全）と

注記しています。



(3)特別コレクションデータ・フォーマット

No 項目名 項目内容 区分 項目の説明
簡易
検索
項目

詳細
検索
項目

1 コレクション
名

特別コレクションの名称 必須
○ ○

2 コレクション
名ヨミ

特別コレクションのヨミ 必須 全角カタカナ
○ ○

3 公開レベル データの公開レベル 必須 "自館のみ参照"、"参加館公開"、"一般公開"か
ら選択

△ △

4 内容 特別コレクションの概要 必須 主題、特徴など ○ ○

5 来歴 特別コレクションの由来 任意 収集などに関する情報 × ○

6 利用条件 利用上の制限の有無 任意 制限がある場合は、その内容を記載する × ×

7 目録等 特別コレクションの検索手段
となる目録等の情報

任意 冊子体、データベースのタイトルなど
○ ○

8 紹介文献 特別コレクションを紹介した
文献の情報

任意 雑誌記事、ウェブサイト等
○ ○

9 所蔵点数 特別コレクションの所蔵点数 任意 × ×

10 継続 収集を継続しているか、いな
いか

任意 "有"、"無"から選択
× ×

11 備考 自由記入欄（補足事項等） 任意 内容は公開可能なものであること ○ ○

12 コレクション
ID

データの固有ID 自動付与
×

○
(完全)

13 登録日時 データがシステムに登録され
た日時

自動付与
× △

14 最終更新日時 データがシステム上で最後
に更新された日時

自動付与
× △

15 提供館コード データを提供した参加館の
コード番号

自動付与 参加館プロファイルと関連付けされている
×

○
(完全)

16 関連画像 データに関する画像 任意 画像形式：「PDF」「PNG」「GIF」「JPEG」「JPG」
画像サイズ：1画像あたり300Kbyteまで
画像数：1データあたり5つまで

× ×

※網掛け部分はデータの中核的な情報 ■検索項目について

○：単独検索項目 △：絞込検索項目 ×：対象外

前方一致検索の場合には（前方）、完全一致検索の場合には(完全）と

注記しています。



(4)参加館プロファイルデータ・フォーマット

No 項目名 項目内容 区分 項目の説明
簡易
検索
項目

詳細
検索
項目

1 図書館コード データの固有ID 自動付与
×

○
(完全)

2 館種 『レファレンス協同データ
ベース参加規定』に基づく参
加館の区分を示すコード

必須 参加承認時に付与
× △

3 公開レベル データの公開レベル 必須 "自館のみ参照可能"、"参加館公開"、"一般公
開"から選択

△ △

4 図書館名（正
式）

参加館の正式名称 必須
○ ○

5 図書館（略
式）

参加館の略名 必須
× ×

6 図書館ヨミ 参加館の正式名称のヨミ 必須 全角カタカナ ○ ○

7 郵便番号 参加館の所在地の郵便番号 必須
× ×

8 住所 参加館の所在地 必須 ○ ○

9 電話番号1 参加館の連絡先となる電話
番号

必須 レファレンス協同データベース事業に関する問
い合わせ先の電話番号

× ×

10 E-Mail（管理
者）

レファレンス協同データベー
ス事業の担当者（部署）のE-
Mailアドレス

必須 事業に関するお知らせ等の配信先となる/データ
ベースでは他館からの参照はできない × ×

11 電話番号2 参加館の連絡先となる電話
番号

任意 代表番号など
× ×

12 電話番号3 参加館の連絡先となる電話
番号

任意 レファレンスサービスに関する問い合わせ先の番
号など

× ×

13 FAX番号 参加館の連絡先となるFAX
番号

任意
× ×

14 E-Mail 参加館の連絡先となるE-
Mailアドレス

任意 レファレンスサービスを受け付けるE-Mailアドレス
（参加館同士の連絡に利用する場合は、その旨
明記する）

× ×

15 URL 参加館のホームページの
URL

任意
× ×

16 開館情報 参加館の開館情報 任意 休日、開館時間など/参照すべきウェブサイトの
URLでも可

× ×

17 利用条件 利用制限に関する情報や、
利用にあたっての注意事項

任意 参照すべきウェブサイトのURLでも可
× ×

18 沿革 参加館の沿革 任意 参照すべきウェブサイトのURLでも可 ○ ○

19 特色 所蔵資料、サービス等の特
徴

任意 参照すべきウェブサイトのURLでも可
○ ○

20 注意事項 データベースに関する注意
事項

任意 登録しているデータに関する問い合わせの際に
注意すべき事項など

× ×

21 交通アクセス 参加館への交通アクセス 任意 参照すべきウェブサイトのURLでも可 × ×

22 登録日時 データがシステムに登録され
た日時

自動付与
× ○

23 最終更新日時 データがシステム上で最後
に更新された日時

自動付与
× ○

24 関連画像 データに関する画像 任意 画像形式：「PDF」「PNG」「GIF」「JPEG」「JPG」
画像サイズ：1画像あたり300Kbyteまで
画像数：1データあたり5つまで

× ×

※網掛け部分はデータの中核的な情報 ■検索項目について

○：単独検索項目 △：絞込検索項目 ×：対象外

前方一致検索の場合には（前方）、完全一致検索の場合には(完全）と

注記しています。



3 レファレンス協同データベース・データ公開基準（一覧表）

区

分

※登録条件

（ガイドライン 3.1.5）

参加館公開の条件

（ガイドライン 4.3.1）

一般公開の条件

（ガイドライン 4.3.2）

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
デ
ー
タ

①個人のプライバシー

が尊重されていること

②質問者の特定につな

がる恐れがないこと

③差別表現等の点で問

題がないこと

①中核的な情報が記されていること

②記載内容に関する典拠となる情報源（出典、照会

先、寄与者等）が適切な記載方法で記入されてい

ること

③「事例作成日」が記入されていること

④歴史上の人物や著名人に関する事例の場合に、

公開された確かな情報源に基づいており、かつ、

個人情報に対する配慮がなされていること

⑤過去の事例の場合、現在でも内容が適切であると

判断できること

⑥未解決事例の場合、調査のプロセスが記入されて

いること

調
べ
方
マ
ニ
ュ
ア
ル
デ
ー
タ

①個人のプライバシー

が尊重されていること

②差別表現等の点で問

題がないこと

①中核的な情報が記されていること

②「調べ方作成日」が記入されていること

③過去の事例の場合、現在でも内容が適切であると

判断できること

特
別
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
デ
ー
タ

①個人のプライバシー

が尊重されていること

②差別表現等の点で問

題がないこと

中核的な情報が記されていること

参
加
館
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
デ
ー
タ

・個人情報が記載され

ていないこと

・公序良俗に反してい

ないこと

・著作権法に抵触して

いないこと

①個人のプライバシー

が尊重されていること

②差別表現等の点で問

題がないこと

自館のレファレンス事例データ、調べ方マニュアルデ

ータ、特別コレクションデータのいずれか1つでも「一

般公開」としている場合は、一般公開すること



体験的レファレンス・サービス論

－友達 100 人できるかな－

関東学院大学図書館

高梨 章

１．『大学図書館実態調査』平成 10 年度と 16 年度の比較から

教員（利用者）の激減 事項調査の激減

２．レファレンス PR のターゲット／教員

人社系は道草

雑誌記事索引／他の記事一覧

研究／タイムスパンの長さ

PR なんか信じない

３．仕掛けるレファレンス／アラート機能を人間が行う

Dissemination 「宣伝、普及」

alert 「油断のない、用心深い」／ on the alert 「油断なく見張って」

a.複写依頼から、その先に進む道は、複写依頼の中にある

克雪技術研究 １（1969）p.99-109 斎藤博英「低温水による道路の消雪」

『雪氷の研究展望と文献目録』

雑誌『談叢』創刊号 談叢発行所 1934

b.所在調査の影に主題（事項）調査あり

質問はユーザーとライブラリアン双方で作るもの

c.普段から目を通している雑誌と、そうでない雑誌／ペラペラめくり

d.コミュニケーションとは、遊戯である

e.図書館員のダメさもまた武器となる／アフターケア

初回を次回につなげる

（時期は過ぎても）気にかけてもらえる嬉しさ

４．利用教育について

５．担当者の孤独化について

６．情報産業はぶらぶら歩き

ぶらぶら歩きと総合化



単位：件数

平成10年度 平成16年度

教職員 1243 790
学生 1833 1717

学外者 525 507
小計 3601 3014

単位：件数

平成10年度 平成16年度

教職員 389 359
学生 908 1033

学外者 99 152
小計 1397 1544

『大学図書館実態調査』より

国立大学図書館一館当り参考業務受付件数

私立大学図書館一館当り参考業務受付件数
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単位：件数

平成10年度 平成16年度

文献所在調査 1991 1608
事項調査 573 316
利用指導 912 960
小計 3476 2884

単位：件数

平成10年度 平成16年度

文献所在調査 584 645
事項調査 268 295
利用指導 419 474
小計 1271 1414

『大学図書館実態調査』より

国立大学図書館一館当り参考業務内容別

私立大学図書館一館当り参考業務内容別

国立大学一館当り参考業務内容別
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参考文献抜粋抄

１．「ある時期のある論文を抜き出して利用するだけでは足りない面があります。

何年の何という雑誌の何号に、こういう論文がありましたと、そこだけコピー

をして発表する学生がおりますが、私はそれを厳しく戒めます。同じ号にどん

な論文が載っていたか、それとの関わりでその論文の意見や、性格が決まるの

です。その点で、簡単にコピーしてくる情報収集のスタイルも、人文社会科学

では必ずしも十分なスタイルとはいえません」（寺崎昌男・発言「シンポジウ

ム 東大図書館の今後を考える」『東京大学附属図書館月報 図書館の窓』 25

(3) 1986.3）

２．「例えば白鳥が読売記者時代、同紙に書いた記事を国会図書館で新聞をめく

りながら探していた折、ふと目につく『当世美形展』と題する写真入りの美人

コンクールなどに、思わずニヤリと時をすごしたこと、あるいは『とざぁい、

とーざい』と大見出しののんびりした社会探訪記等々が、一夏の館通いに何ら

か楽しいはずみとなったのは事実だった。更に言えるのは、そうしたいわば余

分な記事に見入ったこともまた、明治末七年間の白鳥を考えるのに少からず役

立ったということである。ところで今は必要なものは労少なく集められる。研

究者にはこの上なしの状況である。だがこの便利さは、ことに文学研究の場合

など結果的にやせたものを生むように促しはしないか」（兵藤正之助「どこま

で進む便利さぞ」『本』 12(11) 1987.11）

３．「コピー要求が 1 件でたら、そのタイトルをよくみてみましょう。……あっ、

これはトリチウムの透過率に関係のある文献ではありませんか。そこでいろい

ろ聞いてみると、この文献を必要とする背景などが分かってきます」「研究者

の文献利用の場合、そのコピー1 件とれば、その研究がすべて終わってしまう

わけではありません。……そういうコピーが 1 件でて、それに関連した要求が

あれば、こういう文献もありますよ、といって知っているかぎりの文献を必死

に売付けていきます。文献が要求に合わなければ、合わない理由を手短に聞い

て、質問の内容を狭めていくようにしていきます。……研究者は自分の守備範

囲については強く、とくに過去の文献には通じているので、……新着ならば、

研究者に安心して売付けられます」（志知大策「なりふりかまわず 100％当て

るレファレンス」『情報の科学と技術』 38(3) 1988）

４．「Ask Reference 実施のいろいろな段階の１つとして、まず利用者カードを

作成してみようという考え方がある。どのような事項をもりこめばよいかとい

うと、一言にしていえば、文献利用歴とそれに必要な事項およびその結果すべ

てである。従来のシステムでは、１年に１度来た人でも、毎週来ている人でも



おなじようにしか扱えないが、Ask Reference では利用者カードによって個別

的に応待できるのである」（志知大策「情報の利用と提供(その 2)」『ドクメ

ンテーション研究』 23(11) 1973.11 p.385-391）。

５．「今はまだ利用者がやってきますが、大した用事じゃありません。・・・ 図

書館では、学総目などをひっくり返して、所在を確かめて、依頼をして原文献

を取り寄せて、利用者に渡す。・・・ 捜し物というのは、特に情報の捜し物は、

何があるかと何処にあるかとが不可分離であるときに初めて人間のやるに値す

る仕事であって、何処にあるかだけならそれは機械のやる仕事、マテハンです。

ところが、これが大学図書館の参考業務と称する部門の仕事です。しかも、大

学図書館の方々に、図書館のどの仕事が一番好きか、やりたいかとうかがうと、

異口同音に参考業務だとおっしゃる。救いがありません」（井上如「学術情報

における逐次刊行物の役割」『逐次刊行物研究分科会 300 回とっぱ記念例会報

告集』 1987）。

６．「人間のか弱さ、もろさ、あるいは頼りなさともいうべきこれらの特徴は、

ある意味では大切な特徴であり、人間にしかできない思考、コンピュータでは

置き換えることのできない思考の原点と見ることもできるのである」（佐伯胖

『コンピュ－タと教育』）。

７．「それは“効率的”どころかむしろ“非生産的な代物”だ。しかし、コミュ

ニケーションとは元々そういうものではなかったのだろうか。効率的に情報が

Ａ点からＢ点に間違いなく移動することがコミュニケーション、半歩譲って、

コミュニケーションのすべてだったのだろうか？ いったい誰がここにまで効

率的だの、非生産的といった概念を持ち込んだのだろう。コミュニケーション

とは、まず遊戯ではなかったのか？ その中で我々は他者と出会う可能性を期

待していたのではなかったのか？ 効率的なコミュニケーションとは「用件だ

けの電話」のようなものだ。用件は伝わるが人間は伝わらない」（松岡裕典

「コンピュータ・ネットワークは新たなる神話世界か？」『現代思想』 v.18-9

'90.9)

８．「もしも情報専門家が同僚として受け入れられている場合なら、やり取りは

もっと前の状態から始めることができるし、実りももっと多いはずである」（T

aylor, Robert S. “Question-Negotiation and Information Seeking in Lib

raries” College and Research Libraries, vol.29 no.3, May 1968）

９．「授業に何の関心ももたず、･･･ただ勉強したくないというだけでなく、腹の

底から、勉強しないですむことを望んでいる連中、･･･まるで町角に立って五十



ドル紙幣をやるといっているのに、なかなかもらい手がいなくて苦労している

ようなものだ。なぜ彼らは、自分たちにくれるというものをうけとらないのだ

ろう？ 習う気のない子供たち、全然勉強する気のないやつらに教えようとい

うのか？ そうだ。よろしい、それではどうやって？ どういうふうに？ こ

こで返事がつまる」（エヴァン･ハンター『暴力教室』）

１０．「学校では、教師が学生に教えているようにみえる。しかし、教師はただ

公認された『真理』を語っているのであり、彼らの関係は『隣り合わせ』でし

かない。ここには『向かい合わせ』の対関係はほとんどない。対関係は、共同

の規則なるものの危うさが露出する場所である。寧ろひとは、ここからのがれ

るために、一般的な真理にすがりつく」（柄谷行人『探究 I』）

１１．「ぼくはそこで由良君美という･･･俊才助教授と出会った。･･･エリアス・

カネッティの英訳だの、ケネス･バーグだのノースロップ･フライだの、･･･今か

ら見ると実に傍若無人に「ナウ」いテキストが、この人のゼミナールには次々

と繰り出されてきた。･･･夢野久作を読む、ということになって、ではすぐ何冊

か読んでくること、という本の中にホッケが這入ってたのである」（高山宏

「ぼくのクロス・クラシクス」『リブラリア』 v.0 1988）

１２．「それほどレファレンスが好きになるコツって何ですか？」「レファレン

スの好きな友だちをつくることですよ。食べものと同じで、おいしいと言い合

ったとき、はじめておいしくなるように、レファレンスも面白いねと言い合っ

て･･･それが何よりですよ、あなた」（『植草甚一読本』晶文社 1975）

＊原文では「本」とある箇所を「レファレンス」と置き換えました。

１３．「ぶらぶら歩きを不可欠とする社会制度が二つある‐情報産業と夜の娯楽

街と。この両者は仕事への準備のある特殊な形態を要求するのだが、この特殊

形態がぶらぶら歩きなのだ」（W．ベンヤミン「遊歩する人」『現代思想』 198

5.3）

１４．「遊歩者のぶらぶら歩きは、分業に反対するデモンストレーションであ

る」（同上）



レフアレンスツーメレとしてのパス
ファインゲー

東京学芸大学附属図書館の事例

東京学芸大学学術情報部 村田 輝

毬多
パスフアインダーの現在
日 私 立大学図書館協会東地区部会企画広報研究分科会

“パスファイ

ンダー′`ンク
"(http77WWW jaSpuilorg/e kenkyu/照ka ku/pfb/)

一客機関が 卜歳 たパスフアインダーの収集・舞探

B 鹿 島みづき[ほか](2005)『パスフアインダー'LCSH“メタデータの理

解と実践 :図書館員のための主題 検索ツール作成ガイド』長久手

町(愛知県):愛 知淑徳大学図書館(発売t東京 i紀伊国屋書店)
一ノギスフアインダーのあらましと″リカを緩介

・ 石 狩管内高等学校図書館司書業務担当研究会(2005)『パスフアイ

ンダーを作ろう1情報を探す道じるべ』東京 :全国学校図書館協議

会 (学校図書館入門シリーズ ,12)
一学校国ま郷 Eおけるノギスフアインダーの活用

番1勢
パスフアインダーの基;本的特徴

1.特 定のトピックや主題ごとに編集されている。

口 図 書館利用者のOOに ついて知りたい、というもっと

も基本的な要求に答えるためのツール

21コ ンパクトな資料・1青報源のリストである。

. 厳選された情報源のリスト

3.ナ ビゲーション機能がある。

口 探 索手順に沿つた構成、自ら情報を探すための手が
かりの提示、数首的効星を意図 → 利用者の自立

パスフアインダーとは何か

口「初学者の即時のニーズに応えるさまざまなタイプの基本
的資料をコンパクトにまとめたリストで、利用者の文献探
索を一歩ずつ支援するツール 」

口「『観光』や『公害』などの特定のテーマについて百科事
典,図書・新聞・ネット上の情報などを自ら調べる道じるベ

となるリーフレットのことで、調べ学習や問題解決型の学
習をサポートするツール」

・「あるトピックに関する資料口情報を系統的に集める手順
をまとめたもので,インフォメーションガイドやトピカルガイ
ドと呼ばれることもある。」

.「特定の主題領域に限定した案内地図」(MIT図書館にお
ける最初のパスファインダーの開発目的)

猷
醐こ
ロパスフアインダーの現在
ロパスフアインダーとはどのようなものか?

口東京学芸大学におけるE―TOPIAパスファイ
ンダー
ー特徴、背景、作成の実際、活用

ロレフアレンスサービスにおける意義と今後

の展望

“〓
■

‐

―……………
‐…

ギ

パスファインダーの例

地球温暖化に関する資料の探し方

(httpi//WWW・lib・dty口陶tahiroshirYla.hokkaid

o.19/lib/paSSRnder/data/chikvU ondanka

理 )

提供:北広島市図書館



E口TOPIAパスファインダーと図書

館パスファインダー

｀
＼、、、   E“ TOPIAパ ス  1図 書館パスファイ＼、卜、、ファィンダー  |ン ダー

想飾 購 1権 悶 垂工幹亘)関
図書館利用者

情報のタイプ IWeb情 報中心
 1図

書館資料中心

轟 輪
莫繭 倫進

席
離 粛 万

i=…  ______   _― ― 卜上 _____― ―一 ―一――

十主題ごとの特徴を生 1探索手順に沿つて
情報の構成 |ホ統揺洗

パスファインダー作成の背景

口教員養成大学の中核としての本学の役割

口教育学部(教員養成課程)に対する社会的

要請 → 実践性

・教育学口教育実践における教育実践情報
の重要性

ログレイな領域としての教育実践情報

口情報の収集とナビゲーションの必要性

E―TOPIAパスフアインダーが対

増参象とする教育情報
1.初等中等教育の教育関係者が必要とする情報

大学関係者のみでなく、小。中・高等学校の現職の教員等

2口いわゆる学術情報とは異なる教育情報
口学校現場に直結した実践的情報

(教育実践記録、学習指導案、教育実践研究等)
B教育政策と関連した時事的情報

3.情報のタイプは主としてWeb情 報
ロフロー情報(速報性,多様な発信者による多様な情報)
・グレーリラ チヤーとしての教育実践資料

晶 !r釜
批 、鯨 和 流 柑 甜

十分に探せない。
口対面型のレフアレンスサービスのみでは不十分
一利用者が限られる
一担当者の知識の格差や継承の問題

情報の世界への見取り図を示し、資料・情報

に導いていくナビゲーション機能、それを蓄

積口共有化できるツールが必要



パスファインダーという考え方の

イJ歩歌
口道じるべ =ナ ビゲーション

ロ主題、トピックに対する関心

ロレファレンスサービスの製品化

■レフアレンス技能・知識の体系化・共有化

グーパスフアインダ
ーの活用

ロレファレンスカウンター

ロ教育関係の情報を広く集めたいという要望への対応

.教 育関係のレフアレンス質問への回答に使用
口教育実習での資料探しへのアドバイス
ロ学校図書館司書講習受講者(現職教員)からの相談

口講習会
口教職志望者、教育学専攻者には必ず紹介

ロネット利用
口Google等でのヒット結果からの利用も多い

E口TOPIAパスフアインダーの今

ぞ:後偽刷
口利用を促進するために

日OPACへ の登録

口教育関係者向け講習会

・大学の教育・研究活動の中への位置づけ

ロメンテナンス

ロWeb情報の選書基準の策定

.図書館資料との連携

.拡 大 or精選

ネット利用の状況
(アクセスの多いページトップ10)

岳1勢
レファレンスサービスの問題点

.レ ファレンスに必要な知識が体系化されていない?→

必要な知識と技能が継承されていかない?

ロレファレンスは体で覚える?→ 経験と修行と才能による
名人芸の世界?

宮レファレンスライブラリアンをサポートするツールが不足し
ている→ 個人の知識量で対応する他にない?

・レファレンスの対象は森羅万象 → 個人での対応には限
界がある

.レ ファレンスライブラリアンは少数 → サービスを受けるこ
とのできる利用者は限られている

Ｗ
署

E―TOPIAパスファインダーの作
成の流れ

11教育情報"会体棒ゆ担聾(トピウクゆ収集〕

えよカチゴサ■の経成〔情報めブル■プ分けと様遺すと

占!構報め評犠1選史1浄キ茉タテインダ■の構成



レファレンスツーメレとしてのパス
ファインダー

ロ図書館がつくる自前のレファレンスツール
ロ
塞奏ぞ浪像重甥こ選装乳理屯筆畜花

りヽ 頗 献 じて

ロレファレンスのノウハウの蓄積と共有化
ロ
ゴこと緩 温魚葛拝輩緩奮蕎よ平Rで

公開する。

日パスフアインダーの活用
B情報リテラシー教育への活用
.蔵書構築への活用
・ライブラリアンのスキルアップヘの貢献

日
泉女今夕拷震とち撻 ご7ラ

リアンOfEL事は

ご静聴ありがとうございました。



国際基督教大学図書館のレファレンスサービスの変遷

国際基督教大学図書館松山龍彦

I. レファレンス体制の変遷

1. インターネット以前 (～1993)

 全職員 20 名中レファレンス専任職員 2 名

 2 名はレファレンスデスク常駐

 伝統的レファレンス業務内容

 インターネット黎明期（図書館は未導入）

2. 変革期 (1994～2001)

 全職員 18 名中レファレンス A チーム 2 名、レファレンス B チーム 6 名

 8 名（最盛期は 15 名）でデスク（1 名駐在）を輪番制で担当

 CD-ROM 他ニューメディアの提供

 インターネット図書館導入

3. インターネット定着以降 (2002～)

 全職員 14 名中レファレンス主担当 4 名

 4 名はレファレンスサービスセンターに常駐

 QuestionPoint 導入

II. 現状と今後のビジョン

1. レファレンスサービスセンター

 デスクの共有

 レファレンス質問の共有

 技術情報の共有

 サポートセンターとしての役割

2. QuestionPoint とその活用方法

 QuestionPoint の 3 つの機能

 質問・回答の送受信

 質問・回答のデータベース化

 質問のネットワーク転送

 Q&A との統合

3. これからのレファレンスと図書館

 アーカイブとレポジトリ

 情報リテラシー教育

 学習・研究ポータル
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今後のレファレンスライブラリアンの役割と育成について：意思決定を行う立場から

慶應義塾大学信濃町メディアセンター 市古みどり

図書館員および教員にとって、大学図書館は必要不可欠な存在であるという意識は高い

と思われる一方（本当にそうだと言い切れる自身がありますか？）、そうあるべく機能する

ためにはさまざまな問題が存在する。現状をいくつかの視点で捉えた場合、日本における

レファレンスライブラリアンは今後どういう存在として機能できるか、あるいは機能すべ

きであろうか。レファレンスライブラリアンは大学の使命である人材の育成にどう貢献で

きるのであろうか。

１．以下の視点で大学図書館全体、レファレンスサービスの現状を把握する

視点１．使命

大学の使命：人材を育成し社会に送り出すこと。

図書館の使命：大学の教育・研究を支援することで間接的に人材育成の一端を担う。

視点２．大学教育における環境の変化

全入時代、留学生、授業の改善、IT 活用、ほか

視点３．学生たちの変化

ケータイ、インーネット、ググル、考える能力、ほか

視点４．図書館の変化

来館者数、レファレンス質問数、電子資料の増加、オリエンテーション・文献検索セミナ

ーの実施と増加、授業での情報リテラシー教育、ほか

視点５．図書館員の仕事の変化

委託化、電子資料の増加による業務内容の変化、細分化される仕事、マニュアル、ほか

視点６．予算、人事

予算削減、予算構造、専任職員の減少、異動、メンター不在、キャリアパス、研修、ほか

視点７．利用者の求めるレファレンスサービス

レファレンスサービスを必要としている人、応じる方法、場所、ほか
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視点８．質問のタイプ

視点９．回答のために用いるツールの変化

視点１０．担当者のバックグラウンド、資質、経験

２．今、レファレンスライブラリアンに求められているものは何か？予算の獲得、人材の確保、資

料・環境整備の困難な中で、レファレンスサービスをどう変えてゆくか？

方向性に関する一提案

理想は、サブジェクトライブラリアン、リエゾンライブラリアンの採用もしくは養成を行

い、研究者レベルにも対応できるレファレンスサービスを提供すること。現実的には、レ

ファレンス業務として当面重点を置くべき仕事を見極め、それに集中すべき。

現実路線の中心業務とすべきもの

１．情報のナビゲーション

２．情報リテラシー教育

前提：自ら情報を扱うプロとしての質を高めていくために開発すべきこと

１．資料を知る努力

２．コミュニケーション能力

３．説得力

４．企画力

５．教員との関係作り

６．サービス精神

７．研究までゆかなくとも探究心、発表する、語学学習、何か一つの強みを持つ、ほか

参考文献
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17 年度「先導的大学改革推進委託事業」）
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http://www.ala.org/ala/rusa/rusaprotools/referenceguide/professional.htm


《２００６年度研修会の総括と回顧》

研究部 研修委員長 浮塚 利夫

２００６年 4 月より、研修委員会のメンバーは事務局担当を除いて半数が交代した。研

修会は例年 2 回開催しているが、委員が半数交代した初年度に年２回の開催は困難であ

り、今年度の研修会は１回とし、９月２６・２７日に開催した。

２００６年度の研修はレファレンスサービスに焦点をあて、進展著しいデジタル情報

に対応したレファレンスサービスの最新動向と、一方で図書館員にとって自明であるレ

ファレンスサービスの有用性が利用者には充分に理解されていない現実があり、図書館

と利用者の溝を埋める方策を考えるという主旨で企画した。

研修会は講演中心の構成となり、研修テーマ全体にかかわる総論として、大学図書館

のレファレンスサービスの歴史を概観し、今日のレファレンスが抱える課題や問題点を

研修会で共有することを主な目的とした。基調講演ではレファレンスサービスを図書館

サービスの複合体として捉え、利用者と情報をつなぐ役割や人的支援の機能について再

検討し、これらを大学図書館の機能としてどのように位置づけるのかを明らかにするこ

とや、効果的にサービスを行う方策を追求する必要性が指摘された。

各論にあたる講演や事例報告では、デジタル化に対応した“デジタルレファレンスサ

ービス”、“共同データベースの構築”、“レファレンスツールとしてのパスファインダ

ー”、“QuestionPoint の活用”、“レファレンスライブラリアンの資質や育成”など、様々

な課題について事例報告を交え取り上げた。このことはそれぞれの大学図書館が今後の

レファレンスを考えるうえで、有益であり、大変に参考になったものと委員一同自負し

ている。

参加者は１１７大学１４８名の多数が参加し、レファレンスサービスの関心が高かっ

たことが知れる。1 日目の夕刻に行われた懇親会にも１０２名が参加し、研修会の熱気

がそのまま懇親会に移り、活発な意見交換が行われて一層の親睦を深めることができた。

なお、アンケートの回答でも好意的な意見が多数寄せられ、研修会は成功裏に終わっ

たといえる。

講演資料については、今年度から私立大学図書館協会東地区部会研究部のホームペー

ジにレジュメが掲載される予定であり、研修会の内容を参加者以外にも広く知らしめる

ことができるようになる。

また、参加者からレジュメとは別に講演に使用したパワーポイントの資料が欲しいと

いう意見が寄せられた。レジュメと同様に講演者の許諾を得たものはホームページに掲

載する予定である。



2007 年度私立大学図書館協会東地区部会研究部

活 動 計 画 （案）

（2007 年 4 月１日～2008 年 3 月 31 日）

１. 研究部活動方針

1) 研究活動

2) 研修活動

3）研究部ホームページの安定的運用

２. 活動計画

1) 運営委員会

研究部の活動計画、予算・決算、研究部の運営その他について協議。

年 8 回程度開催。

2) 運営委員・研究分科会代表者合同会議

研究分科会活動計画・運営その他について協議。

2007 年 5 月、11 月の年 2 回開催。

3) 研究会

「研究分科会報告大会」（研究分科会活動成果発表）の開催。

2007 年 12 月開催予定。会場未定。

4) 研修委員会

研修会開催（年 2 回）のため、年 10 回程度開催予定。

5) 研修会

第 1 回 2007 年 6 月 28～29 日 於：早稲田大学

第 2 回 2007 年 11 月 29～30 日 於：東京理科大学

6) 研究分科会

14 研究分科会が、月例研究会・夏期研究合宿等の活動を実施する。

(1) 分類研究分科会 (8) 西洋古版本研究分科会

(2) 逐次刊行物研究分科会 (9) 企画広報研究分科会

(3) パブリック・サービス研究分科会 (10) 和漢古典籍研究分科会

(4) 図書館運営戦略研究分科会 (11) 北海道地区研究分科会

(5) レファレンス研究分科会 (12) メタデータ研究分科会

(6) 理工学研究分科会 (13) 情報リテラシー教育研究分科会

(7) 相互協力研究分科会 （14） L－ラーニング学習支援研究分科会

以 上



《関係規程》

私立大学図書館協会東地区部会研究部細則
（昭和 29年 4月 1 日 制定）

（昭和 34年 5月 8 日 改訂）

（昭和 34年 10 月 14 日 改訂）

（昭和 44年 2月 18 日 改訂）

（昭和 63年 6月 28 日 改訂）

（平成 ７年 8月 2 日 改訂）

（2000 年 6 月 9 日 改訂）

（2004 年 6 月 18 日 改訂）

第 1 条 この細則は、私立大学図書館協会会則（以下会則という）第 33 条第１項第３

号、第 39 条及び第 40 条に基づいて、私立大学図書館協会東地区部会（以下

東地区部会という）に研究部（以下研究部という）を設置し、事務所を東地区

部会研究部担当理事校（以下研究部担当理事校という）に置くことを定める。

第 2 条 研究部は、会則第 39 条の目的達成のために次の事業を行う。

① 研究会の開催

② 研究分科会の育成

③ 報告書の発行

④ 西地区部会研究会との連絡、情報の交換

⑤ その他研究部の目的達成に必要な事項

第 3 条 研究会は研究発表及び研究部の事業についての報告その他を行う。

2 会場は東地区加盟校が輪番で担当する。

第 4 条 研究分科会は各研究分科会ごとに適宜開催し、その研究の進行状況、成果そ

の他を研究部担当理事及び研究会に報告するものとする。

2 各研究分科会は本研究部より助成金を受けることができる。

3 各研究分科会は本研究部より特別助成金を受けることができる。

第 5 条 報告書は第 2 条の各事業の状況及び研究成果を発表するもので、研究部担当理

事が編集の責任に当たる。

第 6 条 本研究部には、次の役員を置く。

① 研究部担当理事 １名

② 運営委員 ８名

（東地区部会役員校３名 東地区加盟校５名）

第 7 条 研究部担当理事には、研究部担当理事校の代表者が当たり、本研究部を代表

し、かつこれを統轄する。

第 8 条 運営委員は、隔年４月東地区加盟館から研究部担当理事が推薦し、東地区部

会役員会の承認を得た上、研究部担当理事をたすけて本研究部の運営に当たる。



第 9 条 研究部には、本研究部の運営を円滑ならしめるため、運営委員会を置く。

第 10 条 運営委員会は、研究部担当理事が招集し、次の事項を行う。ただし、必要に

応じて各研究分科会代表者あるいは当該研究会会場校代表者の出席を求める

ことができる。

① 研究部の事業計画

② 研究会の運営に関する事項

③ 各研究分科会間の連絡、情報の交換

④ 研究部報告の編集、発行

⑤ その他本研究部の運営に関する事項

第 11 条 本研究部の経費は、東地区部会の助成金及びその他を充てる。ただし、必要

に応じて実費を徴収することができる。

第 12 条 研究部の運営について必要な事項は別に定めることができる。

第 13 条 本細則の改廃は、東地区部会総会の承認を要する。

附 則

１ 本細則は昭和 29 年 4 月 1 日よりこれを実施する。

２ 本改訂細則は昭和 34 年 5 月 8 日よりこれを実施する。

３ 本改訂細則は昭和 35 年 10 月 14 日よりこれを実施する。

４ 本改訂細則は昭和 44 年 2 月 18 日よりこれを実施する。

５ 本改訂細則は昭和 63 年 6 月 28 日よりこれを実施する。

６ 本改訂細則は平成８年 4 月 1 日よりこれを実施する。

７ 本改訂細則は 2001 年 4 月 1 日よりこれを実施する。

8 本改訂細則は 2004 年 6 月 18 日よりこれを実施する。



私立大学図書館協会東地区部会研究部研究分科会申し合わせ

（昭和 48年 4 月 1 日 制定）

（昭和 55年 6月 18 日 改訂）

（平成 7年 9 月 25 日 改訂）

（2002 年 4 月 1日 改訂）

（2003 年 4 月 1日 改訂）

（2004 年 4 月 1日 改訂）

（2005 年 4月 1 日 改訂）

第 1 条 この申し合わせは、私立大学図書館協会東地区部会研究部に研究分科会を置

くことを定める。

第２条 本研究分科会は、私立大学図書館協会東地区部会研究部細則の当該条項に則っ

て活動するものとする。

第３条 各研究分科会は、以下の要件を備え、かつ、複数の大学に所属する者若干名

をもって構成されるものとし、研究部運営委員会の議を経て研究部担当理事の

承認を得なければならない。

① 当該年度の研究テーマ

② 当該年度の研究回数

③ 当該テーマの研究に必要とされる条件

④ 会費徴収額

第４条 各研究分科会は代表者 1名を置くものとする。

第５条 各研究分科会の活動期間は 2 年とし、更新することができる。更新にあたって

は、研究部運営委員会の議を経て担当理事の承認を得なければならない。

第６条 新規に研究分科会を発足するにあたっては、会員更新担当理事に対し、第 3 条

の要件を更新年度の前年 12 月までに示さなければならない。

第７条 会員更新担当理事は、研究分科会更新前年度の所定の日までに、加盟館代表者

に、第 3条各号の事項を通知し、加盟館における参加者選定の基準を示さなけ

ればならない。

第８条 加盟館代表者は、更新前年度の所定の日までに、各研究分科会の参加者を決定

し、会員更新担当理事に通知するものとする。

２ 会員更新担当理事は、この通知に基づき、当該研究分科会代表者に諮ったうえ、

各研究分科会の会員として登録する。

第９条 各研究分科会の活動期間中に、途中入退会者があった場合、研究分科会代表

者は書面をもって、月例担当理事に通知するものとする。



第 10 条 各研究分科会は、研究部より助成金を受けることができる。

2 各研究分科会は、研究部より特別助成金を受けることができる。但し、助成

にあたっては、研究部運営委員会の議を経て担当理事の承認を得なければな

らない。

第 11 条 研究分科会代表者は、当該研究分科会を主宰するとともに、毎月末までに

翌月の開催計画を、月例担当理事に連絡するものとする。

第 12 条 研究分科会代表者は、毎年研究部担当理事に、研究分科会の活動状況及び会

計報告をしなければならない。

第 13 条 研究分科会代表者は、研究部担当理事の求めに応じて、研究部運営委員会に

出席することができる。ただし、議決権を持つことができない。

第 14 条 各研究分科会は、その研究の成果を研究部の開催する研究会において原則と

して発表しなければならない。

第 15 条 研究分科会代表者は、毎年 2回（5月・11 月）開催される運営委員会・代表

者合同会議に出席しなければならない。但し、代表者が出席できない場合は

代理による出席を認める。代理も不可能である時は、特に研究部が認めた場

合この限りではない。

第 16 条 本申し合わせの改廃は、研究部運営委員会の議を経て研究部担当理事の承

認を得て行うものとする。

付 則

１ 本申し合わせは、2004 年 4 月 1日から施行する。

２ 本申し合わせは、2005 年 4 月 1日から施行する。



私立大学図書館協会東地区部会研究部研修委員会規則

（昭和５６年４月 １日 制定）

（平成 ２年４月 １日 改正）

（平成 ８年３月２８日 改正）

第１条 この規則は、東地区加盟館館員の資質の向上を図るため、私立大学図書館協会東地区部

会研究部（以下

研究部という）に、研修委員会（以下委員会という）を設置することを定める。

第２条 前条の目的達成のため委員会は、次の活動を行う。

(1) 研修会等に関する情報の収集、提供

(2) 研修会等の企画、実施

(3) 関連する機関、団体との連絡・協力

(4) その他目的達成のために必要な活動

第３条 委員会は６名の委員をもって構成し、うち１名は研究部担当理事校（以下担当理事校と

いう）から選出

する。

第４条 委員の任期は２年とし、再任はさまたげない。ただし、担当理事校から選出された委員

の任期は担当理

事校の担当期間とする。

第５条 委員に欠員が生じた場合はすみやかに補充するものとし、その任期は前任者の残任期間

とする。

第６条 委員会は研修会等を企画・実施する際、その必要に応じて、実行委員若干名を置くこと

ができる。

第７条 委員会に委員長を置く。

２ 委員長は委員会を招集し、議事を進行する。

第８条 委員長及び委員は東地区加盟館から研究部担当理事（以下担当理事という）が推薦し、

東地区部会役員

会に諮り、これを委嘱する。

第９条 委員長は委員会の活動について、担当理事に対し、少なくとも年２回以上報告しなけれ

ばならない。

第 10条 委員会の事務経費については、私立大学図書館協会東地区部会研究部細則第 11条を準

用する。ただし、

研修会等を実施する際の費用は、原則として受益者負担とする。

第 11条 委員会の運営に関する事項は委員会申し合わせとして別に定めることができる。

第 12条 この規則の改廃については研究部運営委員会の承認を必要とする。

附 則

この規則は平成８年４月１日より施行する。
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